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関 ..,6.. 守宮係 法
政 d』,. 
0著作権法施行令 の一部 を 改正す る 政令
( 286 ) 8 ・ 29
（ 注） 有線放送事業者が 自 己の 有線放送 の た め に 一
時的に作成 し た 録 音 物 又 は 録 画物 を 保存す る
こ と が で き る 公的 な 記録保存所 を 定め る こ と
等 の 改正 が なされ た 。
省 令
0学校教員 統計調査規則 の 一部 を 改正す る
省令 （ 文部33) 8 ・ 20
（ 注） 放 送大学学 園 が設 置され た こ と に 伴 い 所要の




0学校教 員 統計調査規 則 に 基づき ， 調査の
範囲， 調査実施の年度等 を 定め る 件 （ 文
音IS127) 8 ・ 20
学 内 規 則
富 山 大学文書決裁規則の一部改正
富 山 大学文書決裁規 則 の 一部 を 改正 す る 規則 を 次の と お り 制 定す る 。
昭和61年 8月20日 富 山大学長 大 井 信 一
富山大学文書決裁規則の一部を改正す る 規則
富 山 大学文書決裁規 則 （ 昭和48年 12 月 21 日 制 定 ） の
一 部 を 次 め よ う に 改め る 。
別 表 第2 （各課共通事項 ） の 項 中 第 6号 を 第 7号 と
し ， 第 2号か ら 第 5号ま で を l号ず つ繰 り 下げ＼第 l
号の次 に 次の l号を加 え る 。
2 職 員 の職務専 念義
務免除 （ 人事院規 ｜学 長 ｜主管部 長
則 1 0- 6 第 5 条 ） 学生部次長
施 設 課 長
別 表 第 2 （保健管理セ ンタ一関係 ） の 項 中 第 8号 を
第 9号 と し ， 第 2号か ら 第 7号 ま で を 1号ずつ繰 り 下
げ， 第 1号の 次に 次 の 1号を 加 え る 。
2 職員 の職務 専 念義
務免除 （ 人事院規 ｜学 長 ｜保健管理セ ｜
則 10- 6 第 5 条 ） ｜ンタ一所長 ｜
別 表 第 2 （ 学部， 教養部， 間属 図書館関係 ） の 項 中
第1 9号 を 第21号 と し ， 第 3号か ら 第 18号 ま で を 2号ず
つ繰 り 下 げ， 第 2号の 次 に 次 の l 号 を 加 え る 。
4 附属学校教 員 の職
務 専 念義務免除 ｜学 長 ｜附属学校長 ｜
（ 人事 院規 則 10
-6 第 5 条 ）
別 表 第 2 （ 学部， 教養部， 附 属 図 書館 関 係 ） の 項 中
第 2号 を 第 3号 と し ， 第 1号の 次 に 次 の 1号 を 加 え る 。
2 職 員 （ 附属学校教
員 を 除 く 。） の職務 ｜学
専 念 義務免除 （ 人
長 ｜学 部 長
教 養 部 長
事院規 即]10 - 6 第
5 条 ）
附 属 図 書館
長
別 表 第 2 （ ト リ チ ウ ム 科学 セ ンタ一関係 ） の 項 中 第
8号 を 第 9号 と し ， 第 2号か ら 第 7号 ま で を 1 号ず つ
繰 り 下 げ， 第 1号の 次 に 次 の l号を 加 え る 。
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2 職 員 の職務専 念義
務免除 （ 人事院 ｜ 学
規 則 10 - 6 第 5 条 ）
学 報







砂 富 山 大学文書決裁規則 の 改正理由
人事院規 則 1 5ー1 1 （ 職 員 の休暇 ） の 制定 に 伴 い ， 所
要事項を改め る 。附 則
こ の 規 則 は ， 昭和61年 8 月 20 日 か ら 施行 し ， 昭和6 1
品比ーチ 事
昭和61年度民間機関等との共同研究につ い て
音E 局 民間機関等 研 1'E 題 目 研究期間 区分 研究経費
三協 ア ル ミ ニ 押 出 用 ダ イ スグ〉メ タ ル フ ロー 調整型新設計技術 61 ・ 9 ・ 1 千円
工 学 音日 A 2 , 887 ウム工業（柑 の 開 発 62 ・ 3 ・ 31
白馬プ ラ ス チ 各種合成樹脂膜 に よ る 気体の 透過機構に 関 す る
II II If 1 , 537 
ック ス工業 （械 研究
星電器製造（械
強誘電性液晶を用 い た 動 画表示パ ネ ル の 分子配
II If If 3 ,474 
向制御
ト リ チ ウ ム キ ャリ アーフリ ー の トリ チ ウ ム ガス測定用電離ア ロ カ （掬 If B 898 
科学セン タ ー ftiの 開 発
昭和62年度 大学入学者選抜共通第1次
学力試験受験案内の交付
昭和62年 1 月 2 4 日 Cl:). 25 日 （ll)の 両 日 に わ た っ て 実施
さ れ る 昭和 62年度大学 入学者選抜共通第 1次学力 試験
の受験 案 内 が， 9 月 1 日 (I J)か ら 交 付 さ れ ま す 。 富 山 県
内 の 分に つ い て は ， 本学の学生部学生課 で一 括 し て 交
付す る こ と に な っ て い ま す 。
な お ， 同 試験 に 関す る 実施 日 程等は ， 次 の と お り で
す 。
昭和62年度国公立大学入学者選抜実施日程
共通第 l 次 学 力 試験 年 月 日
昭和61年 7月末 ま で
9 月 1 日 UJ）か ら
原 則 と し て 9 月 1 日 （！！）か ら
1 1月 1 日 （士） ま で
10月27 日 開）か ら
1 月 7 日 幽ま で
1 1月 30 日 （II) ま で
各 大学が実施す る 第 2 次 試験
実 施 要 項 発 表
募 集 要 項 発 表
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1月 24日仕） . 25日（日）
1月 26日（月）




推薦入学（共通 第1 次学 力試験を



















3月 20日倒まで 各 国立 大学が 合格者発表（ 各公立
大学もこれに準ずる ）
（注 ） ①公立 大学の実施日程は， 一部の公立 大学においては 上表と異 なる場 合があるので注 意すること。
②産業医科 大学の実施日紅は， 国立 大学 とほぼ同じである。
科学研究費補助金資料
昭和61 年度の予算制， 配分方針， 審査方 針等について次のとお りまとめま したので， 今後の参考にしてくだ さい。
（文部省科学研 究費補助金孫択一覧から抜すい ）














科 学 研 究 資 42 , 180,000 40, 880,000 1,300 , 000 一 般 研 究 （8) 5 , 460 , 000 5 , 460 , 000 。
特別推進研究 2 , 300,000 2 , 300,000 。 II (C) 5 , 520 , 000 5 020 , 000 500 , 000 
がん特別研究 2 , 070 , 000 2 , 070 , 000 。 奨励研 究（刈 4 , 230 , 000 3 , 830 , 000 400 , 000 
t'1然災害特別研究 530 , 000 530,000 。 II (B) 90 , 000 90 000 。
環境科学特別僻’先 950,000 950 , 000 。 試 験 石庁 ’九内三」 3,615,000 3,315,000 300,000 
エネルギー特別研究 2 100 000 2 100,000 。 海外学術調作 1 525 000 1,425 , 000 100 000 
ノi二 �If 究 5 ,  270 ()()() 5 , 270,000 。 特別研究促 進費 1 900 , 000 1,900 , 000 。
総イ，. �庁 ’先（AJ 2 , 530 , 000 2 530 000 0 研究成果公開促進校 980,000 780 , 000 200 , 000 
II (8) 180 , 000 18υ000 0 特 定 奨 励 代 340 000 340 00υ 。
一 般 研 究 （刈 ：� , 9 10 , 000 3,9 10，υ（）（） 。 i』' 計 43,500,000 42, 000,000 1, 500, 000 
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II . 昭和6 1 年度科学研究費補助金の配分基本方針
（学術 審議会科学研 究費分科会 審査部会 決 定）
昭和61年 度科学研 究費補助金の配分 は， 昭和61年 2 各要素をそれぞれ 6 : 2 : 2 の比重で勘案 し
月 14日付け 「昭和61年 度科学研 究費補助金の配分につ
いて」 の諮 問における配分に当た っての基本的 考え方
に基づくほか， この基本方 針によるもの とする 。
I . 全種目共通事項
1 研 究 課題及び成果公開 は， 各種目の目的 ・ 性格 に
即し， 我が 国の学術の現状に即して重要 なもの につ
き重点的 に 選定する。
研 究 課題の 選定に当たって は， 研 究目的の 明 確さ，
研 究の独創性， 学界への貢 献度等を考慮する と とも
に当該研 究者の従 来の研 究 成果をも厳正に評価 し，
研 究 成果の期待で きるものを 選定するよ う に配慮す
る 。 なお， その際新しい学 問分野の開拓乃び進展に
ついても十分配慮するもの とする 。 また， 特に高齢
の研 究者が名目的 な研 究代表者に な ってい ないか留
意するこ と 。
2. 採 択した研 究 課題及び成果公開 に対して は， その
研 究又 は公聞の内容 に対応する必要 な額を配分する
もの とする 。
3. 研 究及び公開計闘の遂行 上， 同 一 課題の継続を認
める穂目につ いて は， 次年 度以降における継続分 と
新規採択分 との調和 が保たれるよう に 採択計画をた
てるもの とする 。
II . 種目別事項
特別研 究， 特定研 究について は， 公募方式による
研 究についても十分配慮するこ と とする 。
2. 総合研 究（ A）， 一般研 究（ A, B, C ） 及び 奨励研
究（ A)（ただ し， 日本学術振興会の特別研 究 員を対象
とするものを除く。） について
① 各 小委 員会への研 究費の配分 は， 人文， 社会，
自然科学の 各分野にわたって調和 を図る と とも に
学術研 究の実態に適 合するよう， 次の方 針に基づ
き別添 昭和61年 度科学研 究 費補助金配分方 式によ
るもの とする 。
ア． 総 合研 究（ A)
（ア） 前年 度 に継続を予定した継続分の枠 として，
前年度配分額のすの額をあらか じめ 設けてお
（イ ） 本年 度配分額から上 記の継続分の額を除い
た分について は， 前年 度配分額の実績， 本年
度 申請研 究経費及び本年 度 申請研 究 課題数の
て配分する 。
イ． 一 般研 究（ A, B, C) 
（η 前年 度に継続を予定 した継続分の枠 と して，
一般研 究（A） について は前年 度配分額%の額を，
一般研 究（ B, C ） について は前年 度配分額
の%の額をあらか じめ 設けておく 。
（イ） 各研 究種目の本年 度配分額から上記の継続
分の額を除いた分 について は， 前年 度配分額
の実績， 本年 度 申請研 究経費及び本年 度 申請
研 究 課題数の 各要素をそれぞれ 6 : 2 : 2 の
比重で勘案 して配分する 。
ウ． 奨励研 究（刈
本年 度の配分額につ き前年 度配分額の実績，
本年 度 申請研 究経 費及び本年 度 申請研 究 課題数
の 各要素をそれぞれ 8 : 1 : 1 の比重で勘案 し
て配分する 。
② 下 記に 掲げる事項につ き， 450,000千円 の 範囲
内で 第 2段 審査における調整を行う。
（ア） 専門分野を 通 じて 採 択率及び充足率の均衡
を図るための調整
（イ） 格段に 優れている研 究 課題が極めて高額な
研 究経費を要するため， これを 採 択する場 合
に定められた配分額で は当該分野内 における
採 択計画に著しく支障を 生 ずる場 合による調
整
（ウ ） 優れた先駆的又 は萌芽的研 究に係る 採 択計
画の調整
（エ） 人文 ・社会科学の研 究の振興のための調整
（オ） その他調整の必要が認められる事項
3. 総 合研 究（B）について
各専門分野への研 究費の配分枠について は， あら
か じめこれを 設け ないこ と と し， 各分野別 小委 員会
の 審査結果を 踏まえ， 運営 小委 員会において調整 決
定する 。
4. 試験研 究について
(1) 各専門分野 への研 究費の配分枠について は， あ
らか じめこれを 設け ないこ と とし， 第 2段 審査 に
おける 各分野別 小委 員会の 審査結果を 踏まえ， 運
営 小委 員会 において調整 決 定する。




(3) 第 2段審査において， 50,000千円の範囲内で 技
術教育振興等 への貢献度について配慮し， 必要な
調整を行う。
III 審査は非公開とし、 審査の経過は、 他 に漏らさ
ない。
昭和61年度科学研究費補助金配分方式






Aの専門分野別配分額 A 6a十2b+2c×（B一一）× 10 
2. 一 般研究凶
2 (Aの専門分野別配分額） 2 A 6a+2b+2c +(B 一一）×
3. 一 般研究（ B, C) 










人 文 系 675,900 
物 理 系 694,700 
化 学 系 157,900 
生 物 系 810, 100 






人 文 系 172,900 
物 理 系 1, 167' 100 
化 A寸U，ー 系 633, 200 
生 物 系 1,770,000 





4. 一 般研究 （問
専 F守 配分予定額（千円）
人 丈 系 342,900 
物 理 系 1,441,700 
化 寸，，，ー，. 系 876,200 
生 物 系 2,663,700 




文 ぶ寸且A． 318, 100 
法 寸Aιー 37,600 
経 i斉 学 79' 100 
理 ：主弓主一， 947,000 
工 再寸£ー． 1,250,000 
農 寸－ー＂＇－ 575,000 
医 主寸主 主．ー 1,897,900 




文 戸寸旦 ，ー 240,200 
法 民寸2ー． 31, 100 
経 済 十A主ゐ 50,200 
理 民寸主一． 418,700 
工 A寸Lら- 785,200 
農 込ナ山 251,800 
医 A寸且A． 1,784,500 






究 費補助金の配分について」 により諮問した際 「 配分
に当たっての 基本的 事項」として 示された事項
1. 配分に当たっての 基本的考え方 （ 別紙）
2. 昭和61年度科学研究 費の研究計画調書及び同日jJ












I 昭和6 1年度科学研究費 補助金（科学研究費及び研
究 成果 公開促進費） の予算（別添） の範囲内におい
て配分すること。
II 科学研究費のうち， 総 合研究（A）， 一般研究， 奨励
研究（刈（ただ し， 日本学術振興会の特別研究 員を対
象とするものを 除 〈 。 ）及び 試験研究にあって は， 書





( 1) 国際的に高い評価を得ている研究であって， そ
れをより 一層促進するために， 特に 多額の研究費
を必要とするものに ついて， 重点的に研究費を 交
付することにより， 格段に 優れた研究 成果が期 待
されるものであって． l 人又 は比較的 少 人数の研
究者で 組織する研究課題を 選定する。
( 2) 同 一課題を 次年度 以降も継続 して研究を行う必
要がある場合 は， その継続期 間 は3 ～5 か年と し，
その年限内に研究が 一応終了するように配慮する。
2. がん特別研究
(1) がん制圧に関する 社会の強い要 望に応え， がん
の予防， 診断， 治療を確立するために必要ながん





年 次的， 計画的か つ 集中的研究計画のもとに優れ
た 成果があがるような研究課題を 選定する。
(2) 同 一課題を次年度 以降も継続 して研究を行う必




( 1) 災害対策等の 社会的要請にかんがみ， 自然災害
の実態を究 明 し， その予防， 軽減策を確立するた
め， 防災 工学， 地球科学等に限ら ず関連諸領域の
研究を総合 した基 礎的研究を重点的か つ 集中的に
推進することを目的とするもので， 特に異 常自然
現象の最 大規模・極値， 災害の 素 因， 誘因の予知
と制御， 各種の防災機能の破壊限界， 災害拡 大の
報 第274号
メカニズム， 災害の防 止・軽減システム， 環境の
変化に伴う自然災害の予iRIJ， 特定地域の自然災害
の予測及び都市震害対策の研究に重点をおき， 年
次的， 計画的か つ 集中的研究計画のもとに 優れた
成果があがるような研究課題を選定する。
( 2) 同 一課題を 次年度 以降も継続 して研究を行う必




(1) 人 間 活動が 人聞をとり まく環境に及 ぼす影響L
それが 更に 人聞の福祉， 健康， ひいて は 生 存に ど
う はね返ってくるかの 問題に ついて， 全地球的な
い し地域的な規模で， その基 礎的研究を 集中的に
推進することを目的とするものであり， 環境現象
の動態の究 明， 環境悪化が 人 間に対 して与える影
響の 解明， 環境の保 全ない し改善のための 技術的
手法の 開発（環境改善技術） ， 環境保 全の理念及
び制度 若 しく は仕 組みと しての保 全手法の研究，
環境における物質の挙動に関する情報の計測と デ
ー タ処理手法の研究等に重点をおき， 年 次的， 計
画的か つ 集中的研究計画のもとに 優れた 成果があ
がるような研究課題を 選定する。
(2) 同 一課題を 次年度 以降も継続 して研究を行う必
要がある場 合 は， その継続期 間 は2 か年 以内と し，
その限度年限内に研究が 一応終了するように配慮、
する。
5 .  エネルギー特別研究
(1) エネ ルギー特別研究（エネ ルギー）
ア） エネ ルギー問題に関する 社会的要請にかんが
み， エネ ルギーに関する 社会的 ・ 経済的 諸 問題
の研究， 新エネ ルギーの 開発に関する基礎研究
及びエネ ルキーの 有効 利用に関する基礎研究を
集中的に 推進することを目的とするもので， エ
ネ ルギーに関する 社会的・ 経済的 諸問題， 石炭
の変換 利用， 化学的エネ ルギ ，ー 太陽光による
光 合成， 生物エネ ルギー， 自然エネ ルギー， ト
リウム燃料， 海水ウラン採取， 熱エネ ルギーの
の高 効率 利用， 電気エネ ルギ ーの 有効 利用， 生
物資源にかかわるエネ ルギ一 利用の高 効率化及
び化学プロセ スにおけるエネ ルギーの 有効利用
に関する研究に重点をおき， 年 次的， 計画的か




イ） 研究期 間 は 1年とする。
(2) エネ ルギ一特別研究 （核融 合）
ア） 長期的エネ ルギ ー資源の確保に関する社会的
要請にかんがみ， 核隔 合エネ ルギーの制御 ・ 利
用について 広範囲 な関連分野における学術研究
を 集中的に 推進する ことを目的とするもので，
炉材料及びプラズマー壁相互作用， トリチウム，
炉心制御の基 礎， 超電導マグネット， 核融 合プ
ラ ンケット工学及び核融 合炉 設計と評価等の研
究に重点をおき， 年 次的， 計画的か つ 集中的研
究計画のもとに優れた 成果があがるよう な研究
課題を 選定する。
イ） 同 一認題を 次年度 以降も継続 して研究を行う





のと して特に定められた ことにかんがみ， 当核領
域の基 礎的研究を年 次的に 推進 し， その領域の研
究を 画期的に発展 させるために貢献する研究課題
を 選定 し ， それ ぞれの研究領域の研究目的が有 効
に達 成 されるよう配慮するものとする。
(2) 各研究領域の研究期 間 は 3 か年である こ とにか




(1) 1 研究機関を越えて 広 〈 異なる機 関に所 属する
研究者が， 共 同 して緊密 な連絡のも と に行う 具体
的 な研究であって， 特に研究 組織が研究者 個 々の
単 なる 集 合体で は な し 有機的 協力性がある共同
研究で研究の進め方が着実で必要研究費が 合理的
である と ともに 成果の学界 への高 い貢献度が 明確
に示 されるよう な研究計画である研究課題を 選定
する。
(2) 同一課題を 次年度 以降も継続 して研究を行う必




(1) 1研究機関を越えて 広 〈 異 なる機関に所 属する
研究者が， 共 同研究等の研究計画等の企画調査を




① 「重点領域研究」 の研究領域を 申請するための
準 備研究・調査を行うもの。
② 学術振興上必要性の高 いその他の共同研究等（
国際 共 同研究を 含む。 ）の研究計画等の企 画を行う
もの。
③ 日本での 開催が予定 される国際研究 集会に 関し、
研究内容 面に関 して特に必要 な企 画等の準 備（組
織委 員会等が行うべきものを 除く 。 ）を行うもの。
(2 ）研究期 間 はl年とする。
9. 一般研究
(1 ) 同一研究機関に所属する研究者が数 人で 共 同 し
て行う研究又 はl 人で行う研究であって， 特色あ
る研究を 格段に進展 させるよう な研究課題を 選定
する。 特に 焦点の し ぼられた 具体的 な目的と独創
的 な 研究内容を持ち， 研究の進め方が着実で‘研究
経費が 合理的で‘あり， かつ研究 成果の学界 への高
い貢献度 な ど 明確に示 されるよう な研究計画であ
る研究課題を 選定する。
なお， 研究代表者と異 なる機 関に所属する研究
者が研究分担者と して 一部 協力する場 合であって
も， その数がl名であり， かつ， 研究費 全額につ
いて， その管 理を研究代表者の所 属する研究機関
にお いて行う場 合 は， 一 般研究と して取り扱うも
のとする。
(2) 同一課題を 次年度 以降も継続 して研究を行う必
要がある場 合は， その継続期聞が 一般研究（刈 は4
か年， 一 般研究（B), ( C） は 3 か年以内と し， その限
度年限内に研究が 一応終了するように配慮する。
10. 奨励研究（刈
(1) 研究機関に所属する37歳 以下の 若い研究者 （ 昭
和24年4月1 日 以降に 生 まれた者（日本学術振興
会特別研究 員を 含 む。 ） ） がl 人で行う研究であ
って， 将来の発展が期待できる優れた着 想をも っ
研究課題を 選定する。
(2) 研究期 間 は 1 年とする 。 ただ し， 日本学術振興
会の特別研究 員が同 一課題を 次年度 以降も継続 し
て研究を行う必要がある場 合は， その継続期 間 は
2 か年 以内と し， その限度年限内に研究が 一応終
了するように配慮する。
11. 奨励研究（8)
(1) 小・中・高等学校の教職 員その他研究機関に 属
し な い研究者の行う研究で， 大学等の研究機関で
行われ な いよう な教育的 ・ 社会的意義を有する研




慮、 し， 研究計画に 具体性のあるものとする。
(3） 研究期 間は 1年とする。
12. 試験研究
(1) 同 一研究課題 について研究者が 通常数 人で共同
して行う研究であって， 基 礎となる研究 成果の累
積を 踏 まえて， 更 に研究を発展 さ せることにより，




0 新 しい材料（医薬品， 実験動物， 医用材料を
含む。）、 新 しい手法等の 開発に関する研究
0 新 しい高性能の機器（研究機器を 含 む。）の 試
作研究
0 新 しいシ ステムない しソフトウェアの 開発 に
関する研究
0 その他
(2) 試験研究の趣旨が十分 生か されるような規模の
研究計画であること。 また， 民 間等の研究者の参
加・ 協力（例えば， 研究分担者） を得て， 研究め
逐行に有 効適 切な研究 組織の編 成が図られている
ことが 望 ま しい。
(3) 同 一課題を 次年度 以降も継続 して研究を行う必





ア）野外調査， 国際共同研究等 海外にお ける調査
研究であって， 学術上の目的をもち， 具体的計




( 2) 調査研究総 括









(1) 緊急か つ重要な研究課題の発 生に対応 して研究
費の配分を行う。
(2) 研究助 成 に関する新構 想の実験的 試行を行う。
(3) その他研究費の配分 に関 し必要な調整を行う。
1i. 研究成果公開促進費
1. 学術定期刊行物
我が 国の学会等が， 学術研究の 成果を発表する こ
とを目的と して定期的 に 刊行する欧文誌又は欧文抄
録を有する和文誌で， 学術的価値が高 〈 ， かつ， 学




学術研究の 成果を発表するために 刊行 しようと
する図書で， 学術的価値が高いものを選定する。
( 2 ) 特定学術図書
我が 国の 優れた学術研究の 成果で， 翻 訳 して国
際的 に普 及 ・ 紹介することが 望 ま しいものを選定
する 。
3. 二次刊行物等
(1) 二 次 刊行物
学術研究の基 礎資料と して定期又は不定期に 刊
行する抄録 誌， 索引 誌， 文献目録， 総合目録等で
学術的価値が高いものを選定する。
(2) デー タ ベー ス
我が国の研究動向を 踏 まえ， デー タ ベー スの必
要性は高いが， 欠落 している分野， 我が国が当該
分野の研究又は情報のセン ターとなっている分野
等に重点をお き， 既に実用に 供 し得る 条件を 備え，
か つ， 公開利用を目的とするものを選定する 。
4. 研究成果公開発表
我が国の創造的な科学技術の振興を図るため， 大
学等の研究者が 生み出す研究 成果の民 間界等外部 各
方面 に対する 公開発表の 社会的要請が高 まっている
ことにかんがみ， 学会又は研究グ ループ等が独創的，
先駆的な研究 成果を広く普 及・紹介 しようとする 公








生物系小委員会運 営 委 員 会

























































































(5） 一般研究等 運営 小委 員会
2月17日 （月）
(6 ) 特定研究運営 小委 員会
2月17日 Oil 






















月 日（曜） 小 委
貝乞ニヨ 会 名
2月17日（月） 運営小委 員会
3月1 2日(7)() 交通災害の抑 止と補償のシステム研究
3月5 日（水） 多元知 識情報の知的処 理と統 合化に
関する研究
3月15日仕） 情報変換機能 を も っ有機薄膜
2月25日（火） 超音波 スベクトロ スコピー とその物
質工学へ の 応 用
報 第274号
2月21日樹 新超伝導物 質
2月20日（木） 細胞 プロセシ ングと 生 体分 子機能発
現の機作
2月25日（刈 生体電気信号の発 生機構
3月1 日出 食品機能の系統的 解析と展 開
3月4 日（火） 神 経 難病 の発 症機構
3月10日（月） バイオサ イエ ン スの進展に基づくが
んの重点研究
3月14日幽 有機化学 資源の再評価 と 高度 利 用 を
目 指す 基礎的研究
3月11日（火） イオ ン ビ ーム ・ 個体 相互作用
3月10日（月） 地球内部に於ける物質移動と変化
3月3 日（月） j昆品 エレ ク トロニ ク ス
2月25日（刈 カル シ ウム イ オ ン と 細胞機能
2月27日（木） 核酸コ ン ブ ォ メ ーシ ョ ン とそ の識別
3月7 日幽 植物育種の細胞・分子レ ベ ルにおけ
る展 開
2月21日働 内因性神 経 活性物質の研究
3月3 日（月） 先天性代謝病の病因 解析と治療に関
する研究
3月13日（ボ 言 語情報処理の 高 度化のため の基礎
的研究
2月27日（刻 光波利用セ ン シ ング
2月26日（水） 中 間子科学
3月4 日（刈 高効率光 化学プロセ ス の研究
3月1 2日ヤ·j() 生体機能解明の た め の 化学合成
3月1 日仕） 有機金 属化合物の機能と物性
2月24日（月） 集積反 応、場の 多 元 的機能の 開 発
2月28日幽 高性 能化 学セ ン サ システ ムによる 化
学計調lj
2月26日（水） 遺伝的制御系の応答機構
2月28日幽 植物の 生 活環調節機構の動的 解析
3月14日幽 蛋白質機能の分子論的 メカニズム
3月19日（水） 神 経団路網の可塑性
2月28日幽 血管の細胞 生物学的， 分 子 生物学的
並びに代謝学的研究
(14) 一 般研究等審査会
ア． 第l段審査（書 面審査 ）
2月18日（ 火）～3月12日（水）
イ． 第2段審査（ 合議審査 ）
－E4 司E4
第274号
月 日（曜） 小 委 員 会 名
2月17日（月） 運営 小委 員会4月16日（水）
4月 7 日（月） 人文系， 物理系， 化学系， 生物系
4月8 日（刈
4月9日休） 法学（9日のみ）， 経済学(10日のみ）
4月10日同 工学， 農学， 医学
4月11日幽 文学， 理学， 複合領域4月12日（土）








































月 日（曜） 小 委 員 会 名
2月17日（月） 運営 小委 員会4月18日幽
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昭和61年 9 月 l 日 発行 学
特別研究 ） の趣旨に 従い， そ の 基礎的研究 を 年
次的 ・ 計画的 に し か も 集 中 的 に 発展す る よ うに
配慮す る 。
( 2) 計画研究 方 式 に よ り 推進 を 図 っ て い る 研究計
画 に ついて は ， 当 該計画の達成 の 可能性に つい
て 十分配慮す る も の とす る 。
(3) 研究が終了 し たの ち ， 研究報告が発表 さ れ る
よ うな 研究課題 を 選定す る 。
(4) 研究課題の選定に 当 た っ て は ， 対 が ん 1 0か年
特定研究 及 び厚生省がん 関係経費との関連 を 十
分配慮す る 。
( 5 )  学術上重 要 な 研究 で あ っ て も ， 上記（ 1 ), (3), 
(4）か ら み て 不適 当 な も の は 採択 し な い。
(6) 審査は 非 公開 と し ， 審査の 経過 は 他に 漏 ら さ
な い。
(3) 自然災害特別研究審査方針
自然災害特別 研究の審査は， 別 に 定め る 基 本 方
針に 基づ く ほか， こ の 審査方針に よ る も の と す る 。
( 1 )  昭和61年度科学研究費補助 金 公募要領 （ 自 然
災害特別研究 ） め趣旨に 従い， そ の 基礎的研究
を 年次的 ・ 計 画 的 に し か も 集 中 的 に 発展す る よ
うに 配慮す る 。
( 2) 計画研究方 式 に よ リ 推進 を 図 っ て い る 研究 計
画 に ついて は ， 当 核計画の達成 に つい て 十分配
慮、す る も のとす る 。
(3) 研究が終了 し たの ち ， 研究報告が発表 さ れ る
よ うな 研究課題 を 選定す る 。
(4）学術上重要 な 研究 で あ っ て も ， 上記（ 1 ), (3）か
ら み て 不 適 当 な も の は 採択 し な い。
( 5) 審査は 非 公開 と し ， 審査の 経過は 他に 漏 ら さ
な い。
(4） 環境科学特別研究審査方針
環境科学特別 研究 の審査は ， 別 に 定め る 配分 基
本方針に 基づ く ほか， こ の 審査方針に よ る も の と
す る 。
( 1 ) 昭和6 1年度科学研究費補助金 公募要領 （ 環境
科学特別研究 ） の 趣旨に 従い， そ の 基礎的研究
を 年次的 ・ 計 画 的 に し か も 集 中 的 に 発展す る よ
うに 配慮す る 。
( 2) 計画的研究方 式 に よ る 推進 を 図 っ て い る 研究
計画 に ついて は ， 当 該計画の達 成 に つい て 十 分
配慮す る も の とす る 。
(3）研究 が終 了 し たの ち ， 研究報告が発表され る
よ うな 研究課題 を 選定す る 。
報 第274号
(4) 学術上重 要 な 研究 で あ っ て も ， 上記( 1 ), (3）か
ら み て 不適 当 な も の は 採択 し な い。
(5） エネルギー特別研究（エネルギー）審査方針
エ ネ ル ギー特別研究 （ エ ネ ルギー ） の 審査は ，
別 に 定め る 配分基本方針に 基づ く ほか， こ の 審査
方針に よ る も のとす る 。
( 1 ) 昭和61年度科学研究費補助金公募要領 （ エ ネ
ル ギー特別研究 （ エ ネ ル ギー ） ） の趣旨に 従い，
そ の 基礎的研究 を 年次的 ・ 計 画 的 に し か も 集 中
的 に 発展す る よ うに 配慮す る 。
( 2) 計画研究方式 に よ る 推進 を 図 っ て い る 研究計
画 に ついて は ， 当 該計画の達成に ついて十分配
慮、す る も のとす る 。
(3）研究が終 了 し たの ち ， 研究報告が発表され る
よ うな 研究課題 を 選定す る 。
(4) 学術上重 要 な 研究 で あ っ て も ， 上記（ 1 ), (3）か
ら み て 不適 当 な も の は 採択 し な い。
( 5 )  審査は 非 公開 と し ， 審査の 経過 は 他 に 漏 ら き
な い。
(6） エネルギー特別研究 （核融合） 審査方針
エネ ル ギー特別研究 （ 核融合 ） の審査は 別 に 定
め る 配分基 本 方針に 基づ く ほか， こ の審査方針に
よ る も のとす る 。
( 1 ) 昭和61 年度科学研究費 補助金公募要領 （ エ ネ
ル ギー特別研究 （ 核融合） ） の趣旨に 従い， そ
の 基礎的研究 を 年次的・計画 的 に し か も 集 中 的
に 発展す る よ う に 配慮す る 。
( 2) 計画研究方式 に よ る 推進 を 図 っ て い る 研究計
画 に つ いて は ， 当 核計画の達成に ついて 十分配
慮、す る も の とす る 。
(3）研究が終 了 し たの ち ， 研究報告が発表され る
よ うな 研究課題 を 選定す る 。 ただ し ， 研究分野
に よ っ て は ， 当 核研究の遂行 に よ っ て 事後の研
究の進展に貢献す る よ うな 基盤的研究 も 重視す
る も のとす る 。
(4）学術上重 要 な 研究 で あ っ て も ， 上記（ 1 ), (3）か
ら み て 不適 当 な も の は 採択 し な い。
( 5 )  審査 は 非 公開 と し ， 審査の 経過 は 他 に 漏 ら さ
ない。
(7） 特定研究審査方針
特定研究の 審査は ， 別 に 定め る 配分基本方針に
基づ く ほか， こ の審査方針に よ る も の とす る 。
(1) そ の領域が選定された最初 の 年か ら 当 該領域












部会一 般研究等 運営 小委員会決定）
各研究種目に係る審査は， 別に定める配分基本
方 針に基づくほか， この審査方 針によるものとす
る。



















新規 採 択分を考唐、し， 内約する配分総額が総合
研究（刈にあっては， 本年度予算額のすを上回ら
ないように， 一 般研究（刈にあっては舎を， 一般
研究 （B · C）にあってはすを， 上回らないよ
うに配慮すること。
(5) 配分基本方針のII 2②の調整について
① 配分基本方 針のII 2②の（ア）の調整は， 一般
研究（A）及び（聞を対象とする。




















1. 審査は 各専門分野別 小委員会において 第1段審




究計画調書の内容をみて， 適宜 各分野別 小委 員会
に割り振る。


















(3 ) 研究者の研究実績， 研究遂行の熱意等を考慮
する。
(4) 特に研究計 固め具体性に留意する。
(5） 研究 成果の期待されるものを 選定する。
A品τ
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(6) 同一研究代表 者 を 引 き 続 き 2 年以上採択す る
こ とは 原 則 と し て 行わ な い。
2 .  必要 に よ り 専 門 分野 別 等 の 調 整 を 行 う 。
(I I） 海外学術調査方針 （ 昭和61年 3 月 27 日 審査 会
了 解 ）
ア ． 野 外調査， 国際共同研究， そ の他海外に お い
て 調査研究 を 必要 と す る も の で あ る こ と 。
イ ． 学術上の 意義が高い調査研究 であ り ， かつ明
確 な 目 的 と 具体 的 な 計画の も とに 実施 さ れ， 成
果 が期 待 さ れ る も の で あ る こ と 。
ウ ． 複数の研究者 で調査研究組織が構成 さ れ， 各
研究分担者 の 聞 の 役割分担等が明確で、 あ り ， か
つ 連携がと ら れ て い る も の であ る こ と。
エ ． 相手 国 関係機関 及 ぴ相手 国研究者との連携が
十分と ら れ て お り ， 相手国への 入国等事前の 準
備 が 整 っ て い る こ と。
オ ． 相手 国研究者の招へいに ついて は ， 研究の 遂
行 に 必要不可欠 な 最少限の 人数であ る こ と 。
カ ． 調査研究の結果 を 整理 し ， そ の成果が公表 き
れ る も の であ る こ と 及 び調査研究 に よ る 収 集 資
料等 の 整理 ・ 保管 及 び適正 な 利用 に つい て 十 分
画己慮、 し て いる も の で あ る こ と 。
な お ， かつ て こ の補助 金 に よ っ て 実施 さ れた
調査研究に ついて は ， 当 該研究成果が公表 さ れ，
かつ， こ れ が高い評価 を 受け て お り ， 引 き 続い
て 調査研究 を 行 う に 足 る も の で あ る こ と。
キ ． 相手国 の研究者との 共 同 研究 の 実施， 研究成
果等の相手国への還元 を 図 る な ど 国 際協 力 ， 国
際学術交流に ついて 配慮、 が な さ れ て い る こ と。
ク ． 災害発生の場合の補償に ついて， 十分対処 し
う る も の で、あ る こ と 。
ケ ． 調査研究 は ， 昭和61年 4 月 1 日 か ら 昭和62年
3 月 31 日 ま での 聞 に 着手 し ， かつ， 終 了 す る も
の で あ る こ と。
(12） 昭和61 年度研究成果公開促進 費審査方針
（ 昭和61 年 3 月 24 日 成果 公開審査会運営小委員
会決定 ）
昭和61 年度 の科学研究費 補助 金 「 研究成果 公開
促進費」 の審査 は ， 昭和61年 2 月 14 日 付け 「 昭和
61 年度科学研究 費 補 助 金の配分に ついて 」 の諮問
に お け る 配分に 当 つ て の 基 本 的事項 及 び学術審議
会科学研究 費分科会 （ 審査部会運営委員 会 ） で決
定 さ れた 「 昭和61 年度科学研究 費 補 助 金 の配分基
本 方 針」 に 基づ く ほか， こ の 審査 方針に よ る 。
報
1. 学術定期刊行物
( 1 )  学術定期刊行物 は ， 次のいず れ に も 該 当 す る も
めか ら 選定す る 。
① 基礎的領域に 属 す る 学術的価 値 の高い も の
② 学術の 国 際交 流 に 重要 な 役割 を 果た し て い る
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も の
(2) 次のいずれかに 該 当 す る 学術定期刊行物は ， 採
択 し な い。
① 全 国 の 当 該 分野 の 研究者総数 に 比 し て ， 会 員
数 が極めて 少数の学会等 が刊行す る も の
② 会 員 の構成が一 地方 も し く は 特定の研究機 関
の 関係者 を 中 心と し た学会等が刊行す る も の
③ 大学， 研究所等の研究機 関 が そ の事業 と し て
刊行すべ き も の
④ 初 刊 々 行後の 期 間 が短 〈 ， 刊行実績が少 な い
も の
⑤ 既 に 一 つ の 学術定期刊行物 に 補助 金が交付 さ
れ て い る 学会等が刊行す る 他 の学術定期刊行物
⑥ 国 際会議の論文集
⑦ 会 費 納 入率が80% に 達 し な い も の
(3) こ れ ま で継続 し て 補助 金 を 交付 し て い る 学術定
期 刊 行物 に ついて は ， 前年度補助 金 を 交付 し て い
な い 新規の刊行物 と 比較 し ， 継続 し て 補助 す る 必
要が あ る か ど う か， 毎年見直す こ と と す る 。
(4) 特定欧文誌 （ 特 に 高 い率の補助 を 行 う も の ） は ，
既 に 補助 金が交 付 さ れ て い る 欧文誌の う ち ， 当 該
分野の代 表的学術誌で国際的 に も 高 〈 評価 さ れ，
将 来 と も 発展性の あ る も の で， かつ次に 掲 げ る 条
件 の すべ て を 満たす も のか ら 選定す る 。
① 年 4 回以上発行 し て い る も の
② 原 則 と し て ， 1 固 め 発行部数が 1 , 000部以上
で あ る も の
③ 原 則 と し て ， 年 間総ペー ジ 数が 500 ペー ジ 以
上 で あ る も の
④ 原 則 と し て ， 500部以上又は 発行部数の30%
以上 を 海外 に 有償 で領布 し て い る も の
2. 学術図書
(1) 一般学術図書 （ 国 際会議の論文集 を 含 む ） は ，
次のいず れかに 該 当 す る も のか ら 選定 し ， 特定学
術図 書 は ， 次のいず れ に も 該 当 す る も のか ら 選定
す る 。
① 学術的価値が高い も の （ 特に 独創 的 又 は 先駆
的 な も の ）
② 学術の 国 際交 流 に 重 要 な 役割 を 果たす も の
にd
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( 2) 次のい ずれかに該当す るものは ， 審査に際 して
考慮す る。
① 科学研究 費の研究 成果
② 前年度に 採 択されたもの と 同 一体系のもの
③ 前年度に 採 択 きれたが ， 止むを得ない理 由に
よ り期 間内の 完 了が 困 難 となったため 補助金 交
付を 辞退したもの
(3） 補助金を必要 とす る 同一体系の図書が 4 巻以上
あ る 「継続図書」 の うち， 新規 申請分に つい ては ，
特に 慎重に審査す る。 これ までに 「継続図書」 と
して 採 択され， 補助金が 交付されたこ とがあ る図
書に ついては ， 原 則 と してその 全体系が 完成され
るよ う 考慮す る。 た だ し 継続して補助す る必要
があ るかどうかは， 毎年 見直すこ と とす る。
(4) 次のい ずれかに該当す るものは 採 択 しない 。
① 学術研究の 成果 とはいいがたいもの
② 十分 市 販性があ る と考えられ るもの
③ 既に 類似の 成果が 刊行され てい るもの
④ 既 に学会 誌等を 通 じ て 公表され てい る 論文又
は資料を 単に ， 集 成 ， られ つ 若 し く は 翻 訳 ・ 紹
介 したもの （特定学術図書は 除 く 。）
⑤ 大学， 研究 所等の 研究機 関がその 事業 として
刊行す べ きもの
3. 二次刊行物
(1 ) 二次刊行物は ， 次のい ずれにも該 当す るものか
ら 選定す る。
① 当該専門分野の学術 情報 ・ 資料の 円 滑な 利 用
に 有効なもの
② 一定の 編集方 針に基 づい てよ く 分 類 ・ 整理さ
れ てい るもの
(2 ) 次のい ずれかに該当す るものは 採 択しない 。
① 既に 類似の 成果 が刊行され てい るもの
② 大学， 研究 所等の研究機関がその 事業 として
刊行す べ きもの
③ 定期的に 刊行す るもので 次に 掲 げ るもの
初刊 々行 後の期 間が 短 〈 ， 刊行実績が 少ない
もの
4. データ ベ ー ス
デー タ ベー スは， 次の 条件をす べ て 満たすものか
ら 選定す る。
(1 )  次のい ずれかの分野に 属す るもの
① 我が 国にお け る研究 活動が 国際的に 主導的な
立場にあ り ， 我が国で デー タ ベ ー スを 形成す る
こ と が国際的にも期待 されてい る分野
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② 国内の 優れた研究 成果を 国際的に適 切に 流通
き せ るため， 国内においてベー タ ベー ス 化す る
必要のあ る分野
③ 国内での学術研究を推進す る 上てコ デー タ ベ
ー スの 形成に対 して期待が 高 し か っ 国際的に
も 国内的にも 同種の デー タ ベー スが 存在しない
分野
( 2) デー タ ベ ー ス 化す るための デー タの 収集， 評価
及びその デー タ ベー ス 化の 作業等に つい て， 作成
組織及び 技術的方 式が 確立 し てい るもの
(3) 当該 デー タ ベー スにより， 相当数の 利 用者に対
し， 広 〈 情報 提供サー ビ スを行 う 方 策が 確立 して
い るもの
(4) 学 （ 協）会 ， 研究者 グループ等が 作成す るもの
で， 市 販性に 乏 しいもの 。 ただ い 大学， 研究 所
等の特定の研究機関がその 事業 として 作成す べ き
ものは 除 く
(5) デー タ容 量， 所要 経 費が 相当 量 （額） 以上であ
るもの
5. そ の 他
審査は 非公開 と し， 審査の 経過は他に 漏らさない 。
4. 第 1 段審査 に お け る 評点の基準
（学術審議会 科学研究 費分 科会審査部会 運営 委員
会決定）
(1 ) 評点の要素
各研究課題に 評点を 付す るに当たっては， 次に
示す 評点要 素に着目し つ つ ， 総 合的な判断の 上行
うもの とす る （したがっ て ， 個 々の要 素 ご とに評
点を イ寸す るものではない）。
この際， 各研究種目 ご との目的 ・ 性 格に 照ら し，
研究目的の 明 確 色 研究の独創性， 学界 への貢 献
度， 研究者の研究 遂行の能力等の 各要 素を十分 考
慮して研究 成果の期 待で き るものを 選定す るよ う
に配慮す る。
なお ， ここにい う 「研究 成果の期待で き る 」 と
は， 確定的な結果に達す るこ と が期 待で き るもの
はも とよ り ， それに達す る 過程において 地 固め と
しての意義が 認められ るよ うなものも 含 む。
0 一 般 研 究 （ A , B ,  C )  
A 研究目的の 明 確 き
研究目的は 広い領域を 包括す るような 漠
然 と したものではな し 具体的な目 標に 焦
点がし ぼられ， 問題意 識は 明 確であ るか O
B 研究計画の 妥当性
pb tEA 
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研究 計画 は十分に 練られ てお り ， 上記A
の目的を達 成するため に適 切であるか。 ま
た， 研究者が 複 数の場 合は ， それ ぞれの 役
割分 担が目的の 解 決 に 集中され ているか。
c 学界への貢献 度
その研究 成果が学 術の進展 に貢献する 程
度は ど う か。
D 独 創 性






F 申請研究 費の 合理性
申請研究 経 費の内容 は， 妥当であ り ， ま
た 有効 に 使用されることが 見込 まれるか。
G 申請 設備備 品 費の当該研究課題に対する
必要’性
購 入を 計画 し て いる 設備 備 品 は研究 計画
上必要 欠 く べから ざるものであるか。
0 総 合 研 究 （利
A 研究目的の 明 確さ
研究目的 は広 い領域を 包括するよ う な 漠
然としたもので は な し 具体的 な目 標が 明
確に 設定され ているか。
B 研究 計画の 妥当性
研究 計画 は十分 練られ てお り ， 上期 Aの
目的を達 成するために適 切であるか， か っ
研究者の 役割分 担がその目的の 解 決 に 集中
さ tL ている カ、。
c 学界への貢献 度
その研究 成果が学 術の進展 に貢献する 程
度は ど う か。
D 独 創 性






F 申請研究 費の 合理性
申請研究費の内容 は， 妥当であ り， また
有効 に 使用される こ とが見 込 まれるか。
H 組織の 有機的 協 力の 可能 性
研究 組織が研究者 個 々の 単 なる 集合体で
は な し 有機的 協 力性のある 組織であるか 。
O 試 験 研 究
A 研究 計画の性 格 ・ 目的の適 確性
研究 計画が 試験研究の 性格 ・ 目的 （ 同 ー
の研究課 題 につい て研究者が 通常数 人で 共
同し て行 う 研究であ っ て， 基礎と なる研究
成果の 累積を 踏 まえ て， 更 に研究を発展さ
せることによ り ， 研究の 成果が実 用 に移 さ
れる 可能 性をも っ試験的 ・ 応用的 な研究を
対象とする） に 合致したものであるか。
また， その研究目的を 漠然としたもので
は な し 具体的 な目 標 に 焦点が 絞られ てい
るか。
B 研究 計画の 妥当性
上記Aの研究目的を達 成する ため， 研究
計画 は十分 練られ てお り ， かつ， 適 切 なも
のと なっ ているか。
また， 研究者が 複 数の場 合 は， それ ぞれ
の研究者の適 切 な 役割分 担が 示され， 研究
目的の達 成のため， 研究者 閉め密接な 連携
協 力を図り f与ること に なっ ているか。
c 研究 成果の貢献 度
研究 成果 は ， 学 術の 面 及び 応用 面で 渇望
さ ているものであ り ， かつ， その 成果が実
用 に移 される可能性を期 待できるものであ
るか。
D 独 創 性
研究目的 ・ 研究 計画 及び研究方 法 は 独創
的 なものであるか。
E 研究遂行の能 力
研究者の研究 業績， 研究 組織， 研究 施設
・ 設備等の 諸 条件にかんがみ， その研究を
遂行し， 所期の研究 成果をあげることが期
待できるか。
F 申請研究 費の 合理性
申請研究 経 費の内容 は 妥当であ り ， また
有効に 使用される ことが 見込 まれるか。
0 奨 励 研 究 （刈
A 研究目的の 明 確さ
若 い研究者が 1 人で行 う 研究であっ て，
将 来の発展が期待できる 優れた着 想をもつ
ものであるか。 また， 研究目的 は具体的 な
司’’
A比千昭和61 年 9 月 1 日 発行
目 標 に 焦 点が し ぼ ら れ て い る か 。
第 1 段審査 に お け る 留 意事項
① 萌芽的研究 に 対す る 特別 配慮、 の 取 扱 い につ い て
独創性 の 高 い研究 を 期待す る た め に は ，
そ の芽生 え に 当 た る 創 意豊か な 着 想 を 育 てる 必要があ る 。
科学研究費補助金に よ る 研究 に お い て も ，
こ の よ う に 萌 芽的段 階 に あ る 研究 であ っ て ，
か つ， 重 要 な 研究課題 であ り ， 発 想 の 次 元が高 〈 ， 研究者が極め て 強 い 熱意 を 持 っ て
研究計画 に 取 り 組ん でお り ， 採否 の 判 定 に
際 し 特段 の 配慮 を 行 っ た 方 が よ い と 思 わ れ
る 場合 は ， 第 2 段 審査 に お い て 特別 の配慮
を 行 う こ と と し て い る の で総合所見欄 に ＠
と 朱書 し ， そ の 所見 を 必ず 記入 き れ た い 。
② 組換 え D N A 実験 に 関 す る 研究課題 の 取扱 い に つ い て
組換 え D N A 実験 に 関す る 研究に つ い ては ， 科学研究費 分科会に お け る 審査 の ほ か，
学術審議会特定研究領域推進分科 会 に お いて 組換 え D N A 実験指針（ 文部 省 告示 ） に 適
合す る か 否 か の 審査 を 行 っ た 上 で研究 の 実
施 を 認め る こ と と さ れ て い る 。
し た が っ て ， 組換 え D N A 実験 に 関 す る
研 究 課 題 に つ い て は ， 申 請 の 際に 組換 え
O N  A 実験 に 関 す る 研究課題 で あ る 旨 申 告さ せ て い る （ 総合所見欄 に ⑩ と 表示 ） が，⑮ の 表示 の な い も の で あ っ て も 組換 え D N 
A 実験 に 関す る 研究課題 で あ る と 判 断 さ れ
る 場合 は ， 総合所見欄 に ⑭ と 朱書 き さ れ た。、’しV
③ 設備備 品 費 が90% を 超 え る 課題 の 取 扱 いに つ い て
設備欄 に あ ら か じ め 記 入 さ れ て い る 数値
は ， 昭和61年 度 の 申 請研究経費 中 に 占 め る
設備備 品 費 の割 合が90% を 超 え て い る も のに つ い て 記 入 し た も の であ る 。研究設備 の 購 入 の た め の 経 費 が各年度の
申 請研究経費 中 ， 90% を 超 え る も の は ， 研
究計画調書に 単 な る 設備 購 入計 画 で は な い
旨 申 請者 の 説 明 が記載 き れ て い る が， 各 審
査 委 員 の 判 断 で単 な る 設備 購 入計画 と 考 えら れ る よ う な 場合 は ， 総合所 見欄 に 〈歪亘〉と 朱書 き き れ た い 。
(2)  評定の付 し 方
報 第274号
1 ） 上記評点要素 に 着 目 し つつ ， 総合的 な 判 断 の
う え ， 次表 に よ り 全研究課題 に つ い て 5 点か ら
1 点 ま での い ず れか の評 点 を 付す こ と 。
評 点 区分 内 容5 特 に 優 れ て い る も の4 優 れ て い る も の3 良 好 な も の （ 普通程度 の も の ）2 普通程度 よ り やや 劣 る も の1 劣 る も の
2 ） 評 点 区 分 及 び そ の 評点 内容 は 上記 の と お り てい
あ る カヘ 言平点 を ｛寸け る に 当 た っ て は 各手重 目 ご と
（ 総合研究（札 一般研究凶， 一般研究（問， 一般
研究（C）， 奨励研究（札 試験研究 ） に 担 当 し た 審
査課題数全体の 平均点 が お お む ね 3 点 と な る よ
う 配慮す る こ と 。
3 ) 「 広領域」 （ 領域番号999 ） 及 び 「 医学一般」
（ 分科細 目 番号781 ） に 係 る 研究課題 に つ い て は ，
一般 の 分科細 目 に 申 請 の あ っ た 研究課題群 と は
別個 の群 と し て 評 点 を 付す こ と 。4 ） 評 点 を 付す る に 当 た っ て は ， 各種 目 ご と の 評点合計数が， お お む ね研究課題数 × 3 の数 と な
る よ う ， ま た ， 評 点 は 「 3 」 が 1 番 多 〈 ， 「 4 」． 「 2 」 が お お む ね 同 じ 件数 で次 に 多 く ， 「 5 」「 1 」 が お お む ね 同 じ 件数 で 1 番少 な く な る
よ う 調 整す る こ と 。 な お ， 審査件数が少 な い 等
の 理 由 に よ り こ の 調 整 が 困 難 な 場合 に は 総合所見欄 に そ の理 由 を 記載す る こ と 。5 ) 「 5 」 及 び 「 l 」 の 評 点 を 付す る も の に つ い
て は 総合所見欄 に 必ず そ の理由 を 記載す る こ と 。
5 .  交付内 定 ・ 決定状況
本年度 の交 付の 内 定 及 び決定 は ， 次 の よ う に 前年度 に 比 し て 約 1 か 月 以上早 く 行 わ れ た 。
特に 交 付決定 に つ い て は ， 特別研究か ら 一般研究等 ま で一 括処理 さ れ た 。
研 究 種 目 年交付月内 定日 年交付月決定日
1 特別 推進研究 61 . 7 . 7 61 7 . 31 
61 . 4 . 30 61 . 6 . 23 








6 1 . 4 . 5 
i l ir 
5 . 29 
2 6 1 .  6 1 8  2 1 7 . 22  がん 調 3 61 . 4 . 22  3 1 5 . 29 
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申 請 採 択 採択率
( A )  ( B )  ( B / A ) 
件 件 % 
22 22  100 . 0  
1 5  1 3  86 . 7  
1 1  7 63 . 6  
26 20 76 . 9  
4 3 75 . 0  
1 9  1 7  89 . 5  
23 20 87 . 0  
4 4 1 00 . 。
3 1  2 4  77 . 4  ’ 合， ，
35 28 80 . 0  
1 2  1 0  83 . 3  
9 8 88 . 9  
2 1  1 8  85 . 7  
4 4 100 . 0  
。 。 。 。
4 4 100 . 0  
2 2 100 . 0  
3 3 100 . 0  
5 5 100 . 0  
14  13  92 . 9  
14 10 7 1 . 4  
28 23 82 . 1  
15  13  86 . 2  
4 4 100 . 0  
19 1 7  89 . 5  
2 2 100 . 0  
4 3 75 . 0  
6 5 83 . 3  
94 86 9 1 . 5  
95 76 80 . 0  
1 89 1 62 85 . 7  
報 第274号



















分当申 請 採 択 予 定 額
( C )  ( D )  ( E )  
千 円 千 円 千円 千 円 千円
370 , 369 370 , 369 255 , 150 1 6 , 835 1 1 , 598 
46 , 949 44 , 349 22 540 3 4 1 1  1 ,  734 
25 '  148 18 935 10 , 540 2 , 705 1 , 506 
72 , 097 63 , 284 33 , 080 3 , 1 64 1 , 654 
5 , 787 4 , 244 1 , 51 0  1 , 415  503 
27 , 603 26 ' 170 14 890 1 539 876 
33 , 390 30 4 1 4  1 6 , 400 1 , 521  820 
6 , 663 6 , 663 3 , 450 1 , 666 863 
44 ' 193 38 , 507 2 1 , 580 1 , 604 899 
50 , 856 45 ' 170 25 , 030 1 , 613  894 
33 , 285 31 , 64 1  1 6 , 770 3 ,  164 1 , 677 
28 , 401  26 , 959 1 2 , 350 3 , 370 1 544 
6 1 ,  686 58 , 600 29 ' 120 3 , 256 1 ,  618 
1 5 , 385 15 385 1 1 ,  590 3 , 846 2 , 898 
。 。 。 。 。
1 5 , 385 1 5 , 385 1 1 , 590 3 , 846 2 , 898 
7 848 7 , 848 3 , 030 3 , 924 1 , 51 5  
1 4 , 064 1 4 , 064 8 , 340 4 , 688 2 , 780 
2 1 , 9 12  2 1 , 9 1 2  1 1 , 370 4 , 382 2 , 274 
48 , 973 48 , 067 34 , 320 3 , 697 2 , 640 
34 , 348 30 340 1 9 , 440 3 , 034 1 , 944 
83 , 32 1  78, 407 53 , 760 3 , 409 2 , 337 
58 , 255 50 , 2 1 8  35 , 200 3 , 863 2 , 708 
1 1 ,  779 1 1 ,  779 8 , 700 2 , 945 2, 193 
70 034 61 , 997 43 , 970 3 , 647 2 , 586 
1 0 , 065 1 0 , 065 6 , 080 5 , 033 3 , 040 
7 , 623 6 , 268 4 , 000 2 , 089 1 , 333 
1 7 , 688 1 6 , 333 1 0  080 3 , 267 2 , 0 16 
603 , 579 588 , 849 389 , 640 6 , 847 4 ,  53 1 
193 , 1 59 173 , 022 99 , 91 0  2 , 277 1 , 3 15  
796 , 738 761 , 87 1  489 , 550 4 , 703 3 , 022 
品九，
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B . 学 術 図 書
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申（ A 請） 採（ B 択） （採B択／ A率） 
申 請 採 択
予 定 額
( C )  ( D )  ( E )  
件 ｛牛 % 千 円 千円 千円 千 円 千円
特 定 1 1  4 36 . 4  50 , 030 25 650 1 7 , 370 6 , 4 1 3  4 , 343 
広人
事員 域 8 4 50 . 0  33 , 260 1 8 , 6 14  1 2 , 920 4 , 654 3 , 230 
文 千：↓ 学 109 50 45 . 9  312 , 460 155 , 314  9 1 , 690 3 ,  1 06 1 , 834 
社 �込� 千‘↓ 止一と会． 9 1  4 1  45 . 1  223 , 530 97 ' 1 32 60 , 240 2 , 369 1 , 469 
理 学 8 4 50 . 0  24 , 364 1 5 , 1 98 8 , 3 10  3 800 2 , 078 
工 モ't 4 2 50 . 0  1 1 ,  1 06 4 951  2 , 950 2 , 476 1 , 475 
化 学 2 。 0 . 0  2 , 370 。 。 。 。
生 ヰゐ 農 さ＇｛： 10 5 50 . 0  47 , 792 19 , 705 1 5 , 500 3 , 94 1  3 ,  100 
医彼
＇.＇！七 6 2 33 . 3  1 3 , 770 6 , 21 7  3 , 380 3 1 09 1 , 690 
｛入l ;;r( 域 6 3 50 . 0  7 , 93 1  4 , 372 2 , 880 1 , 457 960 
255 1 1 5  45 . 1  726 , 6 1 3  347 ,  1 53 2 1 5 , 240 3 , 0 1 9  1 , 872 
C .  ＝次刊行物等
汗く：





















分当定期 申 請 J禾 択 （採B択／ A率） 
申 請 採 択
予 定 額
の 別 ( A ) ( B ) ( C )  ( D )  ( E )  
f4: 件 % 千円 千円 千 円 千 円 千円
！ム ];(i I或 定 期l 3 2 66 . 7  8 . 095 3 , 840 2 , 400 1 , 920 1 , 200 
不定W.l 2 1 50 . 0  7. .. J.5� 5 , ?l�  3 ,_240 5 ， ？�9 � . ？�9 
5 3 60 . 0  1 5 , 85 1  9 359 5 , 640 3 , 1 20 1 , 880 
定 期l 100 . 0  2 , 675 2 675 860 2 , 675 860 
人 文 干｜ 学 不定期 3 2 66 . 7  l？＿· �－0� � . 9？� ？ . ��9 4 ， �8 1  � ？  7.9.9 
4 3 75 . 0  1 5 , 484 1 1  636 6 , 640 3 , 879 2 , 147 
定 期l 3 3 100 . 0  9 , 944 9 , 944 5 , 860 3 , 3 1 5  1 , 953 
社 会 科 学 不定J十期l 2 2 100 . 0  ? ... �1 7  6 , 4 17. 5 ,_ 140 3 , 209 � .. ?7.9 
5 5 100 . 0  16 , 36 1  1 6 , 36 1  1 1 , 000 3 , 272 2 , 200 
定 期！ 2 2 100 . 0  1 , 535 1 , 535 1 , 000 768 500 
f思 ’•"f: 不定計期！ 。 。 。 。 。 。 。 。 。
2 2 100 . 0  1 , 535 1 , 535 1 , 000 768 500 
定 期 2 2 100 . 0  3 , 581 3 , 581 2 , 290 1 , 79 1  1 , 145 
工 ，， ‘a !· 不定期 3 。 0 . 0  ? ... �4.? 。 。 。 。・．
5 2 40 . 0  6 , 424 3 , 581 2 , 290 1 ,  791 1 , 145 
定 期 3 3 100 . 0  1 7 , 071 1 7 , 071  1 2 , 790 5 , 690 4 , 263 
化 t子a会． 不定計期j 2 2 100 . 0  ? 15� � . l？� l _,}.3.0. 1 , 07.7 865 
5 5 100 . 0  19 , 225 19 , 225 14 , 520 3 , 845 2 , 904 
定 期 1 1 100 . 0  345 345 330 345 330 
生 物 ・ 農 学 不定日十期！ 3 2 66 . 7  ？ . �31  2 , *5� � .. －�＿5.0. l ._227 925 4 3 75 . 0  3 ,  776 2 , 798 2 180 933 727 
定 期 4 4 100 . 0  3 1 , 123 31 , 1 23 24 , 060 7 781 6 , 01 5  
� "-"= 不定計期 。 。 。 。 。 。 。 。 。
4 4 1 00 . 0  3 1  123 3 1  123 24 , 060 7 , 78 1  6 , 01 5  
定 期 。 。 。 。 。 。 。 。 。
複 合 領 域 不定期 1 。 0 . 0  ? •. 9_6 1  。 。 。 。
1 。 0 . 0  7 , 06 1  。 。 。 。
定 期 19 18 94 . 7  74 , 369 70 , 1 1 4  49 , 590 3 895 2 , 755 
5十 不定
計
期 1 6  9 56 . 3  4.？：.�？� �5 . ?9� 1 7. _,_?_4.0. ? ! 8�4 1 ,  9.4.9. 
35 27 77 . 1  1 1 6 , 840 95 , 618 67 ' 130 3 , 54 1  2 , 486 
デ ー タ ベ ー ス 29 2 1  72 . 4  1 1 9 , 252 88 , 006 70, 445 4 1 9 1  3 , 355 
i口,._ 5十 64 48 75 . 0  236,092 183 , 624 1 37 , 575 3 826 2 , 866 
主念 数 5oa I 325 I 64. o i 1 • 1札制 j 1 , 292 , 648 I 
i E3 PO 角。， nyι aay no 己記
l E3 auy E3 。，‘
可3企円L
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人 事 異 動
異動区分 発令年 月 日 氏 名 異動前の 所属官職 異 動 内 王壬 任命権者
採 用 61 . 8 .  8 森 川 和 美 事務補 佐 員 （ 教育 学部 ） 富 山 大学長
II 森 崎 静 子 臨 時 用務 員 （ 教育学部炊婦 ） II 
6 1 . 8 . 18  J I  I 島 由 佳 事務補佐 員 （ 工 学 部 ） II 
II 津 島 み ゆ き 事務補佐 員 （ 工 学 部 ） II 
II 今 井 智 保子 事務補佐 員 （ 工 学 部 ） II 
II 石 黒 世 志子 事務補 佐 員 （ �付属図書館） II 
61 . 8 . 21  塩 谷 純 子 事務補 佐員 （ 人 文 学 部 ・理学部） II 
61 . 8 . 25  土 井 美都子 臨時用 務 員 （ 教育学部作業員 ） II 
61 . 9 . 1 佐 々 木 光 コ 教践授研究（ 教指育導学セ 部ン 附タ 属 教） 育実 文 部 大 臣
II 斯 波 恒 正 助 教授 （ 経済学部 ） II 
II i土 j峯 棉 八良IS 臨 時用 務 員 （ 教育学部作業員 ） 富 山 大学長
II 坂 林 梅 松 臨 時用 務 員 （ 経済学部作業員 ） II 
II 中 島 満 雅 教務補佐 員 （ 教養 部 ） II 
II 本 田 善 彦 事務補佐 員 （ 附属 図 書館 ） II 
II 藤 木 禰 ＝ 郎 事務補 佐 員 （ 附属 図 書館 ） II 
辞 職 61 . 8 . 31  宮 島 智 悪 美 看護婦（ 保健管理セ ン タ ー ） 辞職 を 承認す る II 
退 職 61 . 8 . 10 J l j 島 由 佳 事務補 佐 員 （ 工学 部 ） 昭和61年 8 月 9 日 限 り 退職 し た II 
II 津 島 み ゆ き 事務補佐員 （ 工学 部 ） 昭和61年 8 月 9 日 限 り 退職 し た II 
II 今 井 智保子 事務補佐 員 （ 工学 部 ） 昭和61年 8 月 9 日 限 り 退職 し た II 
II 石 黒 世 志子 事務補 佐 員 （ 附属 図書館 ） 昭和61年 8 月 9 日 退 り 退職 し た II 
学 内 諸 報
経済学部長の改選
i�g 好英経済学部長 の任期 が昭和61年 9 月 29 日 に 満
了 す る こ と に 伴 い， 経済学部教授会 は， 8 月 28 日 に 次
期学部長候補者 の選挙 を 行 っ た 。 そ の結果， 武 暢 夫
教授が選 出 さ れ ま し た 。 任期 は ， 昭和61年 9 月 30 日 か
ら 2 年 間 。
武教授 は 昭和33年 3 月 京都大学大学院経済学研究科
博士課程 を 単位修得後， 同 34年 1 月 富 山 大学経済学部
助手， 同35年 6 月 同 講師， 同37年 2 月 間 助 教授， 同 53
年 2 月 同教授 と な り ， こ の 間 ， 昭和54年 8 月 か ら 同60
年 7 月 ま で富 山 大学評議員 を 併任 さ れ， 今 日 に 至 っ て
い ま す 。
専 門 は ， 西 洋経済 史， 経済学修士， 兵庫 県 出 身
？“ つ臼
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第274号
次の と お り 健康診断が実施 さ れ ま す の でお 知 ら せ し
ま す 。
な お ， 実施 月 日 に つ い て は ， 都合に よ り 変更す る 場
合 も あ り ま す の で掲示 等 に 注意 し て く だ さ い 。
検 診 項 目 実 施 月 日 場 所 対 象 者
9 月 24 日 （本）
E問自 σ〉 検 査 9 月 25 日 （本） 40歳以上の職員肝 機 能 の 検 炎 9 月 26 日 （斜
9 月 29 日 (J j)
1 0 月 3 日 （斜 保 健 管 理
循 環 器 の 検 査 1 0 月 7 日 （刈 セ ／ タ 35歳以上の職員（ 心 電 図 ， 血 圧 ） 1 0 月 9 日 （本）
1 0 月 13 日 (J J)
婦 人 科 倹 診 1 月 初 日 （斜 35歳以上の女子職 員（ 子 凶 カミ ん ）
海 外 渡 航
ii主 航 の Nl W 所 属 骨抜 氏 名 J度 航 先 匡l 目 的 期 間
ネ パー ル チベ ッ ト 医 学 な ら びに ネ ノ fー 61 . 8 .  7 教 養 吉｜； 教 J受 党 イ ン ド ル， 夕、、ウ ラ キ リ 周 辺 に お け る
百二 ;{!;' 天然薬物資源 の 学術調査 6 1 . 1 1 .  1 1  
教育学部 II 旺j rjl ムN タ ン ザニ ア タ ン カ、ニー カ 湖 の 河 口 域生態 6 1 . 8 . 9 系 の研究 6 1 . 1 1 .  1 
策 18 回 半導体物理 由際会議に 61 8 .  9 工 学 部 II 自主 山 t'i' 栄 ス ウ ェ ー テー ン 出 席 ， 研究発表。第 2 回 超格子 ・ 微細構造微少
外 1£) t l \  �h℃ 
テバ イ ス 国際会議に 出 席 6 1  8 .  23 
ア メ リ カ 合衆 国 第 5 回 国 際乾燥 シ ン ポ ジ ウ ム 6 1 . 8 . 1 1  
II 助 教校 山 口 信子f に 出 席 「 玄 米 の 乾燥応 力 の数
カ ナ タ 値解」 に つ い て 研究発表 及 び乾燥に 関す る 研究調査 6 1 . 8 . 27 
教育学部 教 技 イ タ リ ア ， ス イ ス ， 障害 児の療育 に 関す る 調査研 6 1  8 .  20 神 谷 重 ｛f. 西Jg�， フ ラ ン ス ，連合王 国 ワtE 61 . 1 0 .  19  
ア メ リ カ 合衆 国，
II 助教授 山 野井敦徳 カ ナ タ＼ 連合王国， 6 1 . 9 . 1 フ ラ ン ス ， 西 独 ， 欧 米 に お け る 日 本研究の動向
イ タ リ ア 62 . 6 . 30 
ス ウ ェ ー デ ン I A G O D （ 国際鉱床学連合 ）
海外研修旅行 理 学 部 教 授 堀越 叡 ノ ル ウ ェ ー 第 7 回 シ ン ポ ジ ウ ム に 出 席 な 61  8 .  10 西 独 ら びに ノ 、 イ デルベル グ大学 に
フ ィ ン ラ ン ド お い て 鉱床学研究 62 1 . 31 
- 23 一
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第 9 回 国際経済学会へ の 出 席 6 1 . 8 . 1 5  
教 養 部 教 授 桂木 健 次 ス イ ス 及 び ロ ーザ ン ヌ 大学図書館で
の検索 6 1 . 8 . 30 
メ ソ ポ タ ミ ア 宗 教 史 に 関す る 6 1 . 8 20 人 文学部 助 教授 j賓 回 英子 フ ラ ン ス 研究資料収 集 及 び研究打合せ 6 1 . 1 0 .  1 2  
海 外研修旅行 連合王国 英 文学研究特
に ジ ェ イ ム ズ ・
ア メ リ カ 合衆 国 ジ ョ イ ス 研究 を 英 国 ケ ン ブ リ
ア イ ル ラ ン ド ッ ジ 大学及 びア イ ル ラ ン ド ・ 6 1  8 28 教 養 部 " 鈴木 孝志 イ タ リ ア ト リ ン テ ィ 大学 に て 行 し 、 又 ヨー ロ ッ パでの ジ ョ イ ス の生 活 62 . 10 . 1 0  フ ラ ン ス の 足跡 を 調査。 又 米国 に て 原ス イ ス 稿 等の調査
6 1 . 8 . 29 
理 学 部 " 金坂 績 ア メ リ カ 合衆 国 第 10 回 国 際 ラ マ ン 学会 出 席
6 1 . 9 . 1 4  
昭和6 1 年度富 山 大学事務電算化要 員 養成研修会
昭和61年 度 富 山 大学事務電算化要員 養成研修 会 は ，
8 月 25 日 （月）か ら 8 月 29 日 闘に か け て 実施 さ れ た 。 そ の
概要は 次の と お り で あ る 。
1 . 目 的
富 山 大 学 に お け る 事務電算化 を 推進す る に 当
た り ， 電算化要員 を 養成 し ， 併せ て ’情 報処理に 関
す る 資質 の 向上 を 図 る こ と を 目 的 と す る 。
2 .  研修期 間
昭和61年 8 月 25 日 （月） ～ 昭和61年 8 月 29 日 幽
( 5 日 間 ）
3 目 研修会場
事務局 大会議室， 事務電算室
4 . 受 講 者
( 1 )  受講者数
(2） 受講 対 象
16名 （ 別 紙 l の と お り ）
係長以下の職員 （ 昭和61 年度採
用 者 を 除 く 。） で， 電子計算機に
関 し て の研修 を 受け た こ と の な
い 者
5 .  研修 内 容
( 1 ） 講 義
－ 事務電算化の 問 題 点
－ 事務電算化の現状 と 課題
． 電子計算機概論
・ シ ス テ ム 分析
・ コ ボ ル プ ロ グ ラ ミ ン グ
(2） 実 習
・ コ ボ ル プ ロ グ ラ ミ ン グ作成 ・ 実習
． 電子 計算機実習
6 . 研修 日 程
別 紙 2 の と お り
7 . 講 師
(1 ） 講 義
・ 経理課長




太 田 則 春
・ 経理課情報処理係
土 田 敏 雄
・ 主計課総務係情報処理セ ン タ ー 業務主任





太 田 則 春
・ 経理課情報処理係
土 田 敏 雄
・ 経理課給与係
伏 喜 俊 至
A斗ふつ臼
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8 .  そ の 他
こ の研修の実施 に つ い て は ， 経理部経理課情報
処理係が担 当 す る 。
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別紙 1 受 講 者 名 簿
所 属 氏 名 所 属 氏 名
庶 務 部 人文学部 ・ 理学部
庶 務 三果 国 中 輝 和 F生吐1二 理 係 下 回
誠 一
学 事 調 査 係
庶 務 昔日 教 育 ナ＂＂ι 部人 事 5果 中 村 義 j告 寸ふと主ー． 務 係 長 崎 f苦キ合 与 係
車王 理 部 教 育 Aナ'"'- 音E
王 五十 3果 石 田 精 一 附 属 学 校 第 一 係 小 林 雄 二司 係
経 理 苦日 経 i斉 民寸＇： 部をま 理 Z果 新 出 信 幸 寸A以ー． 務 係 山 田 豊tH 納 係
先幸一 理 部
工 会寸立A． 部
主主 理 課 岩 永 晴 雄 経 理 係 鹿 島 光 雄与 係
b色 否且又ll. 5果 岡 田 勢 一 教 養 音日 北 角 政 信
工 戸邑旦． ｛系 ぷ:d、 言十 係
学： 生 百果 川 上 重 信 附 属 図 書 館 田 村 修 一教 務 係 主主、 務 係
寸，，，，」み 生 5果 寺 林 忠 男 経 営 短 期 大 学 部 竹 田 充 輝入 学 試 験 係 学 務 係
； 一職員会館の宿泊の御案 内一 ； 
； ＠利用 日 .. . . . . 土 ・ 日 曜 日 及 び祝 日 も 利用 で き ま すグ i 
� ＠申 し 込み…利用 日 の 2 目 前 ま で に グ I 
； ＠門限時刻 午後 1 0時 御協 力 を グ J 
F同υ円〆臼
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昭和6 1 年度富 山 大学事務電算化要 員養成研修会 日 程
9 : 00 i o : oo 1 1 : 00 i z : oo 1 3 : 00 1 4 : 00 i s : oo 1 6 : 00 1 7 : 00 
40 10 30 可。
8 月 25 日 � 開
オ テ 「事務電算化の問題点」 「事務電算化の現状 と 課題」 「電子計算機概論」'i I 
講 エ シ 経理課長 経理課情報処理係長 経理課情報処理係
（月） 付 式 ン ヨ 丸 t也 善 朗 森 井 正 土 田 敏 雄ン
8 月 26 日 「 シ ス テ ム 分析」 「 コ ボ ル プ ロ グラ ミ ン グソ
主計課車甥努係情報交狸セ ン ター業務主任 経理課情報処理係情報処理主任
（刈 高 井 正 太 回 目lj 春
8 月 27 日 「 コ ボ ル プ ロ グ ラ ム 作成 ・ 実習」 「 コ ボ ル プ ロ ク ラ ム 作成 ・ 実習」
。ω 経理課情報処理係 他 経理課情報処理係 他
8 月 28 日 「 コ ボ ル プ ロ グラ ム作成 ・ 実習」 「 コ ボ ル プ ロ グ ラ ム 作成 ・ 実習」
（木） 経理課情報処理係 他 経理課情報処理係 他
8 月 29 日 「電子計算機実習」 （ 事務電算室） 「電子計算機実習」 （ 事務電算室） 閉
議
幽 経理課情報処理係 他 経理課情報処理係 他 式
寄 稿
〈 中 国 で 「北の 固 か ら 』 を読む〉
中 国 の 北 京 外 国語学院に 一年前， 「 日 本学研究 セ ン
タ ー」 と し 、 う 教育研究施設が聞か れ た 。 そ の概要に つ
い て は， 山 口 博教授が 『学報』 271 号 （ 1 986 , 6 , 1 ） に
詳 し く 紹 介 し て お ら れ る の で （ 『 「対 中 国 日 本語教育
特別計画」 に 参加 し て 』 ） ， 私は そ こ で。行 っ た 授 業 の
こ と を 書 き た い と 思 う 。
私に 割 り 当 て ら れ た の は 「 日 中 対 照 言語研究」 と い
う 大学 院講義 と ， 「 翻 訳指導」 と い う 現職大学教 員 研
修 コ ー ス の ふ た つ であ る 。 後者の 「 翻 訳指導」 を ど う
し た も のか， あ れ こ れ考 え た 末に ， 倉本聴 き ん の シ ナ
リ オ 『 北 の 固か ら 」 を 中 国語訳 し て み る こ と に し た 。
フ ジ テ レ ビ 系列 で全国 に 放 映 さ れ た こ の ド ラ マ を ，
今 な お 記憶 し て い る 方 は 少 な く な い と 思 う 。 妻 の 浮 気
を き っ か け に ， 父が幼 い姉 弟 ふ た り を つ れ て ， 北海道
富 良 野 の 山 奥 で新 し い 出 発 を は じ め る 。 東京 で育 っ た
子供が不便極 ま り な い 土 地 で暮す わ け で， は じ め は 父
人 文学部助 教授 佐 藤 進
に 反 発 し て 逃 げ 出 そ う と し て い た が， た ち ふ さ が る 自
然 と 闘 う う ち に ， し だ い に 心 を ひ ら い て ゆ く ， と い う
物E吾で あ る 。
私は 高 等 学校 ま で を 北海 道 で過 ご し た 。 そ れ に 「 六
羽 の か も め 」 「前略おふ く ろ 様」 の こ ろ か ら の 倉本 フ
ァ ン で あ る 。 し か し ， た だ そ れ だ け の理 由 で教材 に し
た わ け では な い 。 お よ そ 翻 訳 を や っ た こ と の あ る 人 な
ら 解 っ て い た だけ る と 思 7 が， 理詰め の文章 は 理解 し
や す い 。 テ レ ビ ド ラ マ の セ リ フ の よ う な も の が一 番厄
介 な の であ る 。 下世話 な モ ノ が解 らな く て 往生す る こ
と も あ れ ば， 文化的発 想 の 根幹に 触 れ る 誤解 を す る こ
と も あ る 。 と い う よ う な わ け で， こ れ を ｛吏 っ て み る こ
と に し た 。
受講生 は 三 十 名 。 一 回 の 授 業 で三 名 ず つ ， あ ら か じ
め 訳稿 を 提 出 し て も ら い ， 私が俳優の 田 中 邦衛や 大滝
秀治の 口 吻 を ま ね て セ リ フ を 読み， 中 国 入学生 が そ の
po 内L
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口 調 で 中 国語訳 を 読 む， と い っ た 案配 で進行 し て い っ
た 。
翻訳の な か で， い ろ い ろ 面 白 い こ と に ぶつ か る 。
た と え ば， ト 書 き に 「 居 間 」 と い う の が し ば し ば 出
て く る 。 こ れが 中 国 語に な ら な い 。 中 国 の 家屋構造 に
は 日 本 の 居 間 に あ た る 概 念が無 い の で あ る 。 字 引 を ひ
け ば 「 起居室J と い う 単語は 一 応 見つ か る の では あ る
が， こ れ では 王侯の邸宅 に な っ て し ま う 。 普通は 「 工
作室」 （ 仕事部屋） か 「 寝室」 の ど ち ら か で く つ ろ ぐ
わ け であ る 。 な る ほ ど， 彼 ら 中 国 人がや っ て 来 て ， い
き な り ひ と のベ ッ ド に ど す ん と 腰 を お ろ し て 平気 で、い
る わ け だ と 悟 っ た 。 狭 い 家 で は ， ベ ッ ド の上が気 の お
け な い 客 を も て な す 位置 な の で あ る 。
喫茶店 の な か で， 「 お れ は コ ー ヒ ー 。 う ま い の な 」
と 言 い な が ら 注文す る 場面が あ っ た 。 学生達は 「 う ま
い の な 」 と い う の は ， す な わ ち 「 ネ ッ ス ル」 に し て く
れ と い う 意味だ ろ う と い う 。 いや， そ う では な く て ，
良 い 豆 を 使 っ て お い し く た て て く れ と い う こ と だ と 言
っ て も ， 理解 し て も ら え な か っ た 。
上海の よ う な 特別 な街 を 除 く と ， コ ー ヒ ー は そ れ ほ
ど 普 及 し て い な い 。 や っ と 「 ネ ッ ス ル」 の イ ン ス タ ン
ト が高 い 値段 で売 ら れ て い る 程度 で あ る 。 仕 方 が な い
の で， ホ テ ルの 自 室 に 学生 を よ ん で， カ リ タ の セ ッ ト
を 使 い ， 点 れ方 を 示 し な が ら 振 る 舞 う と い う こ と に な
る 。 せ っ か く 日 本か ら 送 ら せ た 豆が， 味 も 知 ら な い 彼
ら に 飲 ま れ て し ま う の は 惜 し か っ た が， 実際 を 知 っ て
も ら う た め だ と ， そ こ は こ ら え る 。 な に し ろ ， 「 コ ー
ヒ ー を 点 れ る 」 と い う 動 詞 は ， イ ン ス タ ン ト な ら ば
「 沖」 ， レ ギ ュ ラ ー コ ー ヒ ー な ら ば 「 煮」 か， フ ィ ル
タ ー を 使 う 場合の r ii.！！ 」 ， 動作の様態が は っ き り し な
い と 正 し く 表現 き れ な い の で あ る 。 具体的 に や っ て 見
せ な い と い け な い 。 ち な み に ， 中 国 の ホ テ ル で 出 す レ
ギ ュ ラ ー コ ー ヒ ー は 煮 出 し がほ と ん ど で あ っ た 。
石 田 あ ゆ み の 演 ず る 妻が浮気 を す る 場面 では， 背景
に 「 フ ィ ー リ ン グ」 が流れ る 。 ど ん な 歌 な の か と い う
質 問 が き た 。 う ま い具合に ， 同 僚 ス タ ッ フ の 若 い 独 身
女性で， ポー タ ブルの電子 ピ ア ノ を 持 ち 込 ん でい る ひ
と がし 、 た 。 そ こ で， 彼女 に 伴奏 を た の み， テー ュ エ ッ ト
を お 聴かせす る 。 こ の 時 は ， あ ま り に 息が あ っ て い た
ら し し 学 生達 の 間 に ， あ の 二 人 は 「 関係 が い い 」 と
い う 噂が立 っ た と 後 で聞 い た 。 な ら ば い っ そ ラ ブ シ ー
ン の様態 を 演 ず れ ば よ か っ た 。
中 国 入 学 生 に と っ て 厄介 だ っ た の は 北海道弁の理解
で あ っ た 。 北海道弁 の イ ン ト ネ ー シ ョ ン を 発音 し て み
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せ た り ， 標準語では こ れ に あ た る と 答 え る の は や さ し
い が， ど う し て そ う 言 う のか と 聞か れ て 満 足 に 答 え ら
れ る も の は 少 な い 。 例 え ば， 「 お 晩 で し た 」 は 「 今晩
は 」 の こ と で あ る と 説明 す る う ち は よ い 。 別 の 箇 所て、、
電話 を 取 り ， 「 は し ＼ 北 村 で し た 」 と い う 「 で し た 」
の 用 例 が 出 て く る と ， 二っ と も ど う し て 過去形に な っ
て し ま う の か と 聞か れ る 。 こ の 辺 に な る と 私 に は も う
お手上げであ っ た 。 「 国 語学の先生 に 聞 い て 下 き い 」 。
と か く し て 一学期十五 回 の授 業 で五十ペー ジ ほ ど も
翻 訳 で き た か 。 授業の 出 来 は と も か く ， 倉本 さ ん の 本
は 大変 な 好評 を も っ て 迎 え ら れ た 。
御存知 の よ う に ， 現在 の 中 国 は 都市 に 関す る か ぎ り
一 人 っ 子政策が き び し い 。 そ の 結果， 一 人 っ 子 を 好 き
ほ う だ い に 甘やかす と い っ た 社会 問 題 に な り つつ あ る 。
欲 し い も の は 無理 を し て で も 買 っ て 与 え る 。 今の流行
は ピ ア ノ であ る 。 四 十才 の 男 の年収程度 の ピ ア ノ が売
れ に 売 れ て 生産が間 に 合 わ ず ， 予約 し で も か な り 待 た
さ れ る と の こ と であ る 。
大 人 の 問 題 と し て は ， 大都市指 向 が予想以上に 根強
い と い う こ と が あ る 。
中 国 で は 戸 籍 を 農村 か ら 都 市 に 移 す の が む ず か し い 。
例 え ば， 北 京 に あ る 大学が地方 の現役教師 を 招 こ う と
し て も ， 戸 籍 の 問 題 が解決 し な い か ぎ り 実現は で き な
い 。 一 定の わ く の ア キ を 待た ね ば な ら な い 。 そ う い う
事情 が裏返 し の 背景に な っ て い る の だ と 思 う が， お お
か た が都市 に 出 た が っ て い る 。
こ う い う 場所に 『北の 国 か ら 』 を 持 ち 込 ん だの で あ
っ た 。 敢 え て 不便 な 田 舎で子供 を 育 て る 物語 り 。 は じ
めの予 想 を は る か に 越 え て ， 感動 を 呼び起 こ し た 。 授
業の進行 と は 別 に 最後 ま で読 了 し た も の も 少 な か ら ず
い た よ う であ る 。
最後の授業時間 を つか っ て ， 学生全 員 に 倉本 さ ん 宛
の手紙 を 書 い て も ら っ た 。 罫紙二三枚 の 手紙 は な か な
か し っ か り し た 日 本語 で あ る 。 作 中 人物への評価や ド
ラ マ の 舞 台 富 良 野への あ こ がれ が綴 ら れて い た 。 ほ と
ん ど全 員 に 共通 し て い た の は ， ぜひ こ の 作品 を 中 国 で
放映 し て も ら い た い と い う 願 い であ る 。 驚 い た こ と に ，
北京放送局 の 日 本語担 当 者 を つ れ て 来 た 学生 も あ っ た 。
ビ デ オ を 検討 し て 問題 が な か っ た ら 本 気 で、考 え る と の
こ と で あ る 。
ま た そ れ と は 別 に ， 放 送 関係 の雑誌に 翻 訳 を のせ る
べ く 筆 を 執 っ て い る も の も い た 。 富 良 野 ブー ム な い し
は 倉本 ブー ム が確実に お こ り 始め た よ う であ る 。
七 月 末 に 帰 国 し た 私 は 早速学生 の 手 紙 を 倉本 き ん に
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お送 り し た 。 倉本 さ ん は そ れ を 読 ん で い た く 感激 さ れ，
少 し 話 を 聞 き た い と 電話 を 下 さ っ た 。 私 は 学生 た ち の
な ま の 反響 を お伝 え し ， 氏 の 返 書 と 富 良 野の写真があ
っ た ら 送 っ てや り た い 旨 を 話す と ， 快 〈 了 承 さ れ， す
ぐ に そ れ を 送 り 届 け ら れ た 。 ま た ， 学生の 手紙 を コ ピ
ー し て フ ジ テ レ ビ の 社長宛に 届 け ら れ た そ う であ る 。
ひ ょ っ と す る と 近 い 将 来， 中 国 に 「北の 固 か ら 』 が
流れ る 時が来 る か も し れ な い 。 で き た ら 私 も 北京 で そ
報
の画像 を 見て み た い と 思 う 。
第274号
（ 終 り ）
砂 筆 者 は ， 国際交流基金の依頼に 基づき ， 「 日 本語
教育． 日 本研究 に 関 す る 調 査 及 ひ‘指導」 を 目 的 と し
て ， 昭和61 年 3 月 24 日 か ら 昭和6 1年 7 月 20 日 ま で 4
か 月 間． 中 華 人民共和国 に 滞在 き れ帰国 き れ ま し た
の で特に 原稿 を 依頼 し た も の です 。
〈ケ ン ブ リ ッ ジ 大学見聞記〉
ケ ン ブ リ ッ ジ 大学 は オ ク ス フ ォ ー ド 大学 と 並 ん で イ
ギ リ ス を 代表 す る 大学 で あ り ， 1284年 に 最初 の カ レ ッ
ジ （ 学寮 ） で あ る ピ ー タ ー ハ ウ ス が設立 さ れ た 。 大学
の 所在す る ケ ン ブ リ ッ ジ 市 は ロ ン ド ン の北方約90km,
ケ ム 川 の ほ と り に あ り ， イ ギ リ ス で最 も 大学町 ら し い
都市 と 言 わ れ て い た 。 学生数約 1 万 3 千 人， 教官数約
1 200 人 の 大学 は 人 口 約1 1万 人 の 市 に お い て 最大 の 雇 用
者 であ り ， 最大の資産 を 持 ち ， ま た ， 大学 の 美 し い建
物， 裏庭， 橋や大学 と 関係 し た 歴 史上の 人物の エ ピ ソ
ー ド な ど が毎年 イ ギ リ ス 内 外 か ら 何百 万 人 と い う 観光
客や修学旅行生 を 市 に 引 き 寄せ て い た 。
大学 は カ レ ッ ジ と 学部の 2 重構造 に な っ て お り ， 制
度が複雑で‘あ っ た 。 3 1 あ る カ レ ッ ジ は ， そ れ ぞれ， い
ろ い ろ な 分野の メ ン バー で構成 さ れ た 自 治 共 同 体 で，
研究室や図 書館以 外 に 通常， 教会， ホ ー ル （ 食堂 ） ，
寮 な ど も 持 ち ， 独特の伝統 を 誇 っ て い た 。 そ れ に 対 し
て ， 学部は 20あ り ， 日 本 の大学 と 同 様 に 専 門 分野の教
育や研究 を 行 っ て い た 。 大学は 古 く は カ レ ッ ジ の み の
連合体 であ っ た が， 近 代 に な っ て 科学技術が進 歩 し ，
。。つ』
経済学部教授 増 田 信 彦
専 門 化 ・ 分化 さ れ て き た た め， そ れ ぞれ の 専 門 を 教育
・ 研究す る 組織が必要 と な り ， 学部や研 究所 な ど が 設
置 き れ た と い う こ と で あ っ た 。
ほ と ん ど の 教官は 教授や 講 師 と し て 学部 に ， フ ェ ロ
ー と し て カ レ y ジ に 所属 し ， 通常， 両 方 に 研究室 を 持
っ て い た 。 そ し て ， 学部 で は 学 生 に 講義 を す る が， カ
レ ッ ジ では 自 分が担 当 す る 学 生 に 家庭教師の よ う な 個
人指導 を 行 っ て い た 。 給料は 主 と し て 国 費 に よ っ て 賄
わ れ る 学部か ら も ら い ， 手 当 を カ レ ッ ジ か ら も ら う と
の こ と で‘あ っ た 。 カ レ ッ ジ に も ピ ン か ら キ リ ま であ り ，
イ ギ リ ス で二， 三番 目 の 資産 を 持 つ と 言 わ れ， こ れ ま
でに ノ ーベル賞受賞者 を 20 人 以上出 し た ト リ ニ テ ィ の
よ う な カ レ ッ ジ があ る か と 思 う と ， フ ェ ロ ー に 手 当 の
給料が 出 せ ず ， レ ス ト ラ ン の よ う な ホ ー ル で 食事がで
き る 権利 を 与 え る の み と 言 う よ う に ， 細 々 と や っ て い
る カ レ ッ ジ も あ る と 言 わ れ て い た 。
大学院生 の 場合 は 学部 と カ レ ッ ジ の 両 方 に よ っ て 選
抜 さ れ る が， 大学生は カ レ ッ ジ の 試験 を 受 け て 選 抜 さ
れ， カ レ ッ ジ に 所属 し て い た 。 そ し て ， 専 門 教育 に つ
い て は 希望 す る 分野の学部 で講義や試験 を 受 け て い た 。
学生 は カ レ ッ ジ で個 人指導 を 受 け ， カ レ ッ ジ の寮 に 住
み， ホ ー ル で一緒に 食事 を す る の で， カ レ ッ ジ が学生
に と っ て 拠 り 所 と な っ て い た 。 学業成績や競技 な ど に
お い て カ レ ッ ジ 聞 の競争が非常 に 激 し く ， そ れが大学
の 活 力 の源 泉の一つ で あ る と も 言 わ れ て い た 。 こ の こ
と は 卒業 し て か ら も 続 き ， 就職や仕事 に お い て カ レ ッ
ジ の先輩 ・ 後輩が関係す る こ と が あ る と 聞 い て ， 日 本
の 旧 制 高 校 の 寮 に お い て 「 同 じ 釜 の飯 を 食 っ た 仲 間 」
と し て 卒業 後 も 親 し い 交際が続 い た の と 似 て い る よ う
に 思 わ れ た 。 そ う い う 意味 で， 同 じ ケ ン ブ リ ッ ジ 大学
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の 中 で も ， ど の カ レ 、ソ ジ を 出 た か が重要 で あ る と の こ
と で あ っ た 。
次 に ， 日 本 の大学 と 大 き く 異 な る こ と は ， ま ず， 大
学 に は 教養課程がな く ， 専 門 教育 の み を 行 い ， 3 年 間
で卒業 で き る こ と で あ っ た 。 そ し て ， そ れ ぞれ の 講義
に 対す る 単 位 と い う も の は な し 「 ト ラ イ ポ」 と 呼ば
れ る 卒業試 験 で一括 し て 試験が行 わ れ る こ と で あ っ た 。
ま た ， カ レ ッ ジ で行われ る 個 人指 導 で は ， あ る テ ー マ に
つ い て 議 論 を し た り ， レ ポー ト を 書か せ た り し て ， い
わ ゆ る 手 作 り の教育が行 わ れ て い た 。
そ れ に 対 し て ， 学部 の 講義 は 教官か ら 学生へ一 方 的
に 与 え る 感 じ が強 〈 ， 学生か ら の 質問 は ほ と ん ど 出 な
か っ た 。 ま た ， 大学院の た め の特別 の議義は 少 な し
多 く は 学部 の 講義が兼ね て い た 。 こ れ ら は 日 本 の大学
と 似て お り ， 私が大学院生 活 を 過 ご し た ア メ リ カ に お
い て ， 学 部 で も 大学 院 で も ， 講義中 に 学生か ら 多 く の
質問が出 さ れ， し は‘ し ば レ ポー ト を 提 出 さ せ た り ， 練
習 問 題 を 解かせて い た の と 対照 的 であ っ た 。 た だ， 講
義 の 内 容 は 密度が高 く ， 後か ら 本 と な っ て 出 版 さ れ る
も のが 多 い と 言 わ れ て い た 。 そ し て ， 包括的 な 問 題 を
出 すー卒業試験で、成績 が悪け れば， 遠慮せず に 退学 さ せ
る と こ ろ は ア メ リ カ 的 で あ っ た 。
と に か く ， こ の よ う な や り 方 は 学生 の 自 発的学刊 に
期 待 し て い る よ う に 思 わ れ た 。 そ れ に 対 し て ， 学生 め
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方 も 学生 の 本 分 は 勉 強 で あ る か の ご と し よ く 勉 強 し
て い る よ う に 見 え た 。 ほ と ん ど の学生は ラ フ な 服装 を
し て ， 女子学生 も ほ と ん ど 化粧 を し な い で， 自 転車 に
乗 っ て カ レ ッ ジ と 学部 と 図書館 の 聞 を 行 き 来す る 姿 は
非 常 に 印 象 的 で、あ っ た 。
卒業試験が終 っ て ， 成績が発表 さ れ る 前 の み ん な が
楽 し い 時 に ， 「 メ イ ・ ウ ィ ー ク 」 と 呼 ば れ る 大学祭が
あ り ， 夜 ど う し の ダ ン ス や 飲 む パー テ ィ ー， ボー ト 競
技， コ ン サ ー ト ， 演劇 な ど が行われ， み ん な が浮 か れ
る と の こ と であ っ た 。 そ の 後， 卒業試験の成績に よ り ，
卒業生 は 第一 級， 第二級の上 と 下， 第三級 と い う よ う
に 振 り 分け ら れ， そ れが一生つ い て ま わ り ， タ イ ム ズ
の よ う な 全 国 紙 に も 成績 と 共 に 卒業生の名 前が掲載 き
れ る と い う こ と で あ っ た 。 ま た ， 社 会 に 出 て 行け ば，
エ リ ー ト と し て 取 り 扱 わ れ る こ と も 勉学 に 励 む 一つ め
誘 因 か も 知 れ な い 。
砂 筆 者 は ， 文部省長 期 在 外研究員 （ 甲 種） と し て ，
昭和60年 9 月 22 日 か ら 昭和61年 7 月 2 1 日 ま で1 0か 月
間 「枯湯性資源の経済理論」 研究の た め， 連合王 国
を 主 た る 滞在地 と し て ヨ ー ロ ッ パ 6 か 国 及 びア メ リ
カ 合衆 国 へ 外 国 出 張 き れ ま し た の で＼ 特に 寄稿 を 御
依頼 し た も の です 。
職 員 消 ，息
〈 新任者住所〉 《住 所 変 更〉
教 育 学 部 教 育 学 部
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実践研究指
導 セ ン タ ー ）
附属図書館 経 済 学 部
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（ 整 理 係 ）
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主 要 行 事
本 部
8 月 2 日 本部 ソ フ ト ボー ル大会
1 9 ～ 20 日 大学院問題検討懇談会 （ 於 ： 富 山 大学 ）
2 1 日 第 四 回 東海 ・ 北陸 ・ 近 畿地 区経理系部長会
議 （ 於 ： 二 重大 学 ）
22 日 昭和62年度大学入学者選抜共通 第 l 次学力
試験実施担 当 者会議 （ 第 l 回 ） 及 び情報処
理連絡協議会 （ 於 ： 名 古屋大学 ）
25～ 29 日 富 山 大学事務電算化要員 養成研修会
27 ～ 29 日 昭和61年度国立学校事務電算化講 習 会
｜ 人 文 学 部 ｜
8 月 1 日 学部特別 昇給委 員 会
9 日 事務連絡会
8 月 4 日 附属学校予算配分会議
20 ～ 2 1 日 全 国 国 立大学附属学校 園 長 会
研究会 ・ 研修会 （ 於 ： 新潟 市 ）
23 ～24 日 呉 山 会 レ ク リ エ ー シ ョ ン （ 山代温泉）
29 日 附属小学校 第 2 学期始業式
30 日 附属 中 学校 第 2 学期始業式
一部－一学一一済一一経一
8 月 28 日 経済学部長候補者選挙
教授会
30 ～ 3 1 日 経済学部 ・ 経営短期大学部合同 （ 親睦会 ）
レ ク リ エ ー シ ョ ン （ 於 ： 小 川 温泉 元 湯 ）
理 学 部
8 月 1 日 学部教務委員 会
9 日 事務連絡会
25～ 30 日 大学院理学研究科修士課程 入学願書受付
｜ 工 学 部 ｜
8 月 6 日 学部紀要委 員 会
25 日 入学試験検討委員 会
26 日 第 1 4 回北陸 3 大 学 ス ポー ツ 交歓会
（ 於 ： 富 山 大学工学部）
27 日 北陸信 越工業教育協会富 山 県支部評議員 会
並びに 総会 （ 於 ： 財 団 法人富 山 技術開発財
団 富 山 技術 交 流 セ ン タ ー ）
｜ 附 属 図 書 館 ｜
7 月 28 日 ～ 昭和61年度大学図書館職 員 長 期 研修
8 月 1 6 日 （ 於 ： 図書館情報大学 ）
8 月 5 日 電算化 ワ ー キ ン グ グルー プ と 富士通 S E と
の 打合せ
22 日 電算化 ワ ー キ ン グ グルー プ打合せ
23～ 24 日 附 属 図 書館 レ ク リ エ ー シ ョ ン （ 於 ： 輪 島 ）
25 日 係 長事務打合せ 会
経営短期大学部
8 月
7 ～ 8 日 国 立夜 間 短期大学事務長 会議 （ 於 ： 静岡市 ）
- 30 一
昭和61年 9 月 1 日 発行 品同千 報 第274号
資 料
人 事院勧告 に つ い て
給与改定 の勧告 に つ い て
人事院 は ， 昭和61 年 8 月 1 2 日 に 一般職 の職員 の給与
に つ い て ， 本年 4 月 1 日 に さ か の は・ リ ， 1 人 当 た り 平
均 6 , 096 円 （ 2 . 31 % ） 引 き 上げ る よ う ， 国 会 lえ び 内 閣
に 対 し 勧告 を 行 い ま し た 。
今 回 の勧告に お け る 本学職 員 に 関係 す る 給与改定の
内 容 は ， 慨fa次の と お り です。
（ 改定の 内 谷 ）
俸給表 別 記の と お り
2 .  諸 手 当
( 1 )  初 任給調幣手 当
医療職俸給表付以 外 の 俸給表の適用 を 受 け る 医
師 で医学の 専 門 的知 識 を 必要 と す る 官職 に あ る も
の に 対す る 支 給 月 組 の 限度 を 42 , 500 円 （ 現行
42 , 000円 ）
(2） 扶養 手 当
ア 配偶者 月 額 1 5 , 000 円 （ 現行14 , 000円 ）
イ 配偶者の な い 職 員 の扶養親族の う ち l 人
月 額 10 , 000円 （ 現行 9 , 500円 ）
( 3) 宿 日 直 手 当
勤務 1 回 に つ き 2 , 300円 （ 現行 1 , 600円 ）
但 し ， 土 曜 日 の 退 庁 時か ら 引 き 続 く 場合 は ， 勤
務 1 回 に つ き 3 , 450円 （ 現行 2 , 400円 ）
3 . 改定の実施時期
昭和61 年 4 月 1 日 （ 宿 日 直 手 当 に つ い て は ， 昭和
62年 1 月 1 日 ）
昭和6 1 年度 国家 公務員健康週間
昭和6 1 年 1 0 月 1 日 ～ 7 日
一一育 て よ う
心 と か ら だの ト ー タルヘルス一一
噌E4nd 




卜＼概 1 級 2 級 3 級 4 級 5 級 6 級 7 級 8 級 9 級 10 級 1 1  中及
号 俸 俸給 月 額 俸給月 額 俸給 月 額 俸給 月 額 俸給 月 額 ｛奉給 月 額 俸給 月 額 俸給 月 額 俸給 月 額 俸給 月 額 ｛奉給 月 額
円 円 円 円 円 円 円 円 円 円 円
1 94 , 900 1 15 ,  900 135 , 400 165 , 200 180 , 500 197 , 700 214 , 500 232 , 800 261 , 400 294 , 700 336 , 500 
2 97 , 800 12 1 , 600 142 , 300 172 , 800 1 88 , 500 206 , 000 223 , 000 241 , 600 272 , 300 306 , 400 350 , 600 
3 101 , 000 1 28 ,  1 00 149 , 200 180 , 400 196 , 600 214 , 400 231 , 600 250, 600 283 , 200 318 , 200 364 , 700 
4 104 , 100 135 300 156 , 200 188 , 300 204 , 600 222 , 800 240 , 200 259 , 700 294 , 200 329 , 900 378 800 
5 107 ' 700 14 1 , 800 163 , 400 196 , 300 2 12 , 700 231 , 200 248 900 269 , 000 305 , 400 341 , 700 392 , 900 
6 1 1 1  700 1 47 , 000 170 , 500 204 , 200 220 , 600 239 , 600 257 , 700 278 , 300 3 16 , 500 353 500 407 , 000 
7 1 1 5 ,  900 1 52 , 200 177 , 400 212 , 000 228 , 300 247 , 900 266 , 600 287 , 700 327 , 700 365 , 200 421 , 000 
8 120 , 000 1 57 , 200 184 , 200 219 , 600 235 , 900 256 , 500 275 , 500 297 , 000 338 , 700 377 , 000 434 , 900 
9 123 , 600 1 6 1 , 700 189 , 900 226 , 900 243 , 500 265 , 200 284 , 400 306 , 300 349 , 700 388 , 700 448 , 700 
10  126 900 1 65 , 800 195 , 500 234 , 100 251 , 100 274 , 000 293 , 300 3 15 , 500 360 , 300 399 , 900 462 , 200 
1 1  129 , 700 169 , 900 201 , 000 241 , 300 258 , 700 282 , 800 302 , 200 324 700 370 , 600 409 , 200 472 , 700 
12  132 , 600 1 73 , 900 206 , 300 248 , 500 266 , 100 291 , 600 3 10 , 800 333 , 800 380 , 600 4 18 , 200 479 , 300 
13  135 , 000 177 , 900 21 1 , 600 255 , 300 273 , 000 300 , 300 3 18 , 900 342 , 400 389 , 500 425 , 700 485 , 700 
14  137 , 400 180 , 800 216 , 400 262 , 100 279 , 900 308 , 400 326 , 000 350 , 900 396 , 300 432 , 600 491 , 700 
1 5  139 , 600 183 , 700 221 , 000 268 100 285 , 600 31 5 , 900 332 , 600 357 , 900 402 , 900 437 200 496 , 500 
16  1 4 1 , 200 1 86 , 500 225 , 600 273 900 290 , 800 322 , 000 338 , 200 364 , 300 407 , 400 
1 7  1 89 300 229 , 800 278 200 295 , 600 327 , 700 343 , 300 368 600 41 1 ,  900 
18  1 9 1 , 800 233 , 300 281 , 900 299 , 400 331 , 700 347 , 700 372 , 600 4 1 6 , 200 
19 1 93 , 800 236 , 500 285 , 500 303 , 100 335 , 600 351 , 700 376 , 600 
20 239 , 000 288 , 200 306 , 200 339 , 500 355 , 600 380 , 500 
21  241 , 500 290 , 800 309 , 200 343 , 300 359 , 400 384 , 300 
22 243 , 900 293 , 400 3 12 , 100 347 ,  1 00 363 , 1 00 
23 246 , 300 296 , 000 3 1 5 , 100 350 , 800 
24 248 , 600 298 , 600 3 18 , 100 354 , 400 
25 250 , 900 301 , 1 00 320 , 900 
26 253 , 200 303 , 600 323 700 
27 255 , 400 306 , 000 
28 308 , 400 
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号 ｛奉 ｛奉給 月 額
1 85 , 200 
2 87 , 800 
3 90 , 400 
4 93 , 000 
5 95 600 
6 98 , 500 
7 101 , 800 
8 105 , 200 
9 109 , 000 
10  1 1 3 ,  400 
1 1  1 18 , 400 
1 2  1 23 , 500 
1 3  128 , 600 
14 1 33 , 600 
1 5  138 , 400 
16  142 , 900 
1 7  147 , 000 
18  1 5 1 , 100 
19 1 54 , 700 
20 157 , 600 
21  160 400 
22 163 , 200 
23 1 6 5 , 900 
24 168 , 400 
25 1 70 , 600 
26 1 72 , 700 
27 1 74 , 800 
28 176 , 800 
29 178 , 700 
30 180 , 500 
3 1  182 , 300 




1 1 8 , 400 
123 , 500 
128 , 700 
1 34 , 000 
1 39 , 300 
1 44 , 500 
149 , 600 
1 54 , 600 
159 , 600 
164 , 400 
169 , 200 
1 7 3 , 700 
178 , 200 
182 , 400 
1 86 , 400 
190 , 100 
193 , 700 
197 , 200 
200 , 700 
203 200 
205 , 400 
207 , 500 
209 , 500 
21 1 ,  600 
21 3 , 600 
21 5 , 600 
2 1 7 , 600 
2 19 , 600 
221 , 500 
円
品岨ーチ 報 第274号
3 級 4 級 5 級 6 級
俸給月 額 俸給月 額 ｛奉給月 額 俸給月 額
円 円 円 円
1 34 , 000 1 5 1 , 500 1 7 5 , 200 199 , 700 
1 39 , 800 157 , 500 1 8 1 , 200 206 , 200 
145 , 600 1 63 , 400 1 87 , 200 2 1 2 , 700 
1 5 1 , 500 169 , 300 193 , 200 2 19 , 700 
157 , 400 175 , 200 199 , 300 226 , 800 
163 , 300 18 1 , 000 205 , 400 234 , 100 
168 , 900 186 , 400 2 1 1 ,  200 241 , 400 
1 74 , 400 1 9 1 , 500 2 1 6 , 500 248 , 700 
1 79 , 900 196 , 600 221 , 700 256 , 100 
1 85 , 200 201 , 700 226 , 900 263 , 500 
1 90 , 000 206 , 600 232 ' 1 00 270 , 800 
194 , 800 21 1 ,  300 237 , 300 278 , 000 
199 , 500 2 1 6 , 000 242 , 400 285 , 1 00 
204 , 100 220 , 700 247 , 400 291 , 300 
208 , 600 225 , 400 252 , 300 297 , 400 
2 1 3 , 100 230 , 100 257 ' 100 303 , 400 
2 17 , 600 234 , 300 261 , 800 309 , 400 
222 , 100 238 ' 100 266 , 300 3 1 4 , 700 
226 , 400 241 , 400 270 , 400 319 , 700 
230 , 300 244 , 700 274 , 300 324 , 100 
233 , 400 247 , 700 278 , 000 328 , 400 
236 , 000 250 , 600 281 , 600 332 , 500 
238 , 400 253 , 500 284 , 1 00 335 , 900 
240 , 700 256 , 200 286 , 500 
242 , 800 258 , 800 288 , 900 
245 , 000 261 , 300 
247 , 100 263 , 600 
249 , 200 265 , 800 
251 , 300 
25 3 , 400 
255 , 400 
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号 俸 俸 給 月 額
円
1 1 1 1 , 600 
2 1 16 ' 500 
3 1 2 1 , 700 
4 128 , 200 
5 1 34 , 800 
6 142 , 1 00 
7 149 , 400 
8 157 , 1 00 
9 165 , 000 
10 1 73 , 1 00 
1 1  181 , 1 00 
1 2  188 , 700 
13  195 , 800 
14 202 , 600 
1 5  208 , 900 
1 6  2 1 5 , 1 00 
1 7  221 , 000 
18  226 , 800 
1 9  232 , 500 
20 237 , 900 
2 1  243 , 100 
22 248 , 300 
23 253 , 300 
24 258 ' 1 00 
25 261 , 900 
26 265, 700 
27 269 , 300 
28 272 , 800 
29 275 , 400 
30 277 , 900 
31 280 , 400 
32 282 , 800 




俸 給 月 額
円
137 , 200 
145 , 700 
154 , 1 00 
162 , 700 
1 7 1 , 300 
179 , 900 
188 , 500 
197 , 000 
205 , 500 
213 , 900 
222 , 300 
230 , 500 
238 , 600 
245 , 700 
252 , 700 
259 , 000 
265 ,  1 00 
271 , 200 
277 , 200 
283 , 100 
288 , 900 
294 , 600 
300 , 000 
305 , 400 
310 , 800 
3 1 5 , 300 
319 , 000 
322 , 300 
325 , 500 
328 , 600 
331 , 700 
334 , 800 
337 , 800 
報 第274号
3 キ及 4 寺及 5 級
俸 給 月 額 俸 給 月 額 俸 給 月 額
円 円 円
188 , 600 219 , 700 281 , 700 
197 ' 100 229 , 400 292 , 400 
205 , 700 239 , 1 00 303 ,  1 00 
214 , 500 249 , 000 31 3 , 800 
223 , 500 259 , 000 324 , 600 
232 , 600 268 , 900 335 , 400 
241 , 700 278 , 900 346 , 300 
250 , 800 288 , 800 357 , 200 
259 , 900 298 , 600 368 , 000 
268 , 900 308 , 300 378 , 800 
277 , 600 3 1 7 , 500 389 , 600 
286 , 300 325 , 900 400 , 400 
294 , 900 334 ' 1 00 41 1 ,  200 
303 , 500 342 , 200 422 , 100 
3 1 1 , 700 350 , 000 433 , 000 
3 19 , 600 357 , 800 443 , 600 
327 , 500 365 , 400 453 , 000 
335 , 000 373 , 000 462 , 300 
342 , 500 380 , 200 471 , 500 
350 , 000 386 , 800 480 , 1 00 
357 , 200 393 , 400 487 , 900 
364 , 300 400 , 000 493 , 800 
370 , 700 405 , 800 498 , 800 
376 , 500 41 1 , 500 503 , 600 
380 , 600 4 1 6 , 700 
384 , 1 00 420 , 300 
387 , 400 423 , 900 
390 , 700 427 , 400 
393 , 900 
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＼＼燃 1 級 2 級 3 キ及 4 級
号 俸 ｛奉 給 月 吉ti ｛奉 給 月 古買 俸 給 月 富良 俸 ＊合 月 客員
円 円 円 円
1 103 , 500 1 28 , 900 241 , 200 327 , 500 
2 107 ' 200 1 36 , 400 250 , 000 336 , 800 
3 1 1 1 ,  500 1 43 , 900 258 , 800 346 , 1 00 
4 1 1 6 , 000 1 5 1 , 300 267 , 600 355 , 400 
5 1 2 1 , 200 1 58 , 600 276 , 400 364 , 700 
6 1 27 , 1 00 165 , 900 285 , 200 374 , 000 
7 1 33 , 700 173 , 300 294 , 000 383 , 300 
8 140 , 700 180 , 700 302 , 900 392 , 500 
9 147 , 800 188 , 000 3 1 1 , 800 401 , 700 
10 154 , 900 1 9 5 , 300 320 , 600 4 1 0 , 800 
1 1  161 , 900 203 , 000 329 , 400 419 , 600 
1 2  168 , 900 21 1 ,  500 338 , 200 427 , 900 
1 3  1 75 , 900 220 , 1 00 346 , 700 435 , 400 
14 182 , 700 228 , 700 355 , 1 00 442 , 800 
1 5  189 , 600 237 , 300 363 , 400 447 , 400 
16 196 , 400 245 , 800 371 , 600 
1 7  203 , 200 254 , 300 379 , 800 
18 209 , 900 262 , 700 388 , 000 
19 2 16 , 600 27 1 , 100 396 , 200 
20 222 , 500 279 , 500 403 , 500 
2 1  228 , 400 287 , 900 410 , 600 
22 234 , 000 296 , 200 4 1 7 , 500 
23 239 , 400 304 ' 600 424 , 200 
24 244 , 700 312 , 900 428 , 400 
25 249 , 900 320 , 500 
26 255 , 000 327 , 900 
27 259 , 900 335 ' 100 
28 264 , 500 342 , 400 
29 269 , 000 349 , 600 
30 272 , 500 355 , 800 
3 1  275 , 800 361 , 800 
32 279 , 100 366 , 900 
33 282 ' 100 371 , 400 
34 284 , 500 375 , 800 
35 286 , 800 380 , 200 
36 289 ' 100 383 , 200 
37 29 1 ,  300 
38 293 , 500 
Fhu 勺J
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1 1  
1 2  
1 3  
1 4  
1 5  
16  
1 7  
18  
1 9  
20 























103 , 500 
1 07 , 200 
1 1 1 , 500 
1 1 6 , 000 
1 2 1 , 200 
127 ' 1 00 
1 33 , 700 
1 40 , 700 
1 47 , 700 
154 , 700 
161 , 400 
1 68 ,  1 00 
1 74 , 500 
180 , 800 
186 , 900 
192 , 900 
198 , 800 
204 , 400 
2 1 0 , 000 
215 , 300 
220 , 400 
225 , 200 
229 , 700 
234 , 000 
237 , 400 
240 , 800 
243 , 700 
246 , 300 
248 , 800 
251 , 1 00 
253 , 300 
255 , 400 






級 3 キ及 4 寺及
月 害貢 ｛奉 給 月 客員 ｛泰 給 月 客員
円 円 円
1 1 1 , 500 205 , 700 324 , 000 
1 1 7 '  1 00 214 , 600 332 , 300 
122 , 800 223 , 500 340 , 600 
1 28 , 900 232 , 400 348 , 800 
136 , 400 241 , 200 357 ' 1 00 
143 , 900 250 , 000 365 , 300 
151 , 300 258 , 800 373 , 500 
1 5 8 , 600 267 , 600 381 , 500 
165 , 900 276 , 400 388 , 700 
173 , 300 285 , 100 396 , 000 
180 , 700 293 , 700 402 , 500 
188 , 000 301 , 700 409 , 000 
195 , 300 309 , 600 414 , 200 
203 , 000 317 , 400 419 , 300 
2 1 1 , 500 325 , 200 423 , 400 
220 ' 100 332 , 900 
228 , 700 340 , 400 
237 , 300 348 , 000 
245 , 800 355 , 500 
254 , 300 362 , 900 
262 , 700 369 , 700 
271 , 000 376 , 000 
279 , 300 381 , 600 
287 , 600 386 , 400 
295 , 200 390 , 400 
302 , 600 393 , 600 
309 , 900 396 , 700 
316 , 800 399 , 700 
323 , 400 
329 , 600 
335 , 700 
341 , 600 
346 , 900 
352 , 200 
356 , 900 
360 , 900 
364 , 800 
368 , 600 
371 , 200 




ド＼ 甥 1 級 2 級 3 級 4 級 5 級 6 在ilk 7 存及 8 奇及
号 俸 ｛奉給 月 額 f奉給 月 額 i奉給 月 額 俸給 月 額 ｛泰給 月 額 俸給 月 額 俸 給 月 額 俸給 月 額
円 円 円 円 円 円 円 円
1 97 , 900 1 1 9 .  900 152 , 500 174 , 400 206 , 000 241 , 600 270 , 900 329 , 400 
2 101 , 200 125 , 400 159 , 700 182 , 000 214 , 600 250 , 600 282 , 1 00 341 , 300 
3 104� 700 1 32 , 000 167 , 000 189 , 600 223 , 300 259 , 700 293 , 400 353 , 400 
4 109 , 100 1 38 , 500 174 , 300 197 , 300 232 , 000 269 , 000 304 , 600 365 , 600 
5 1 1 3 ,  600 145 , 100 181 , 800 205 , 100 240 , 700 278 , 300 31 5 , 900 377 , 900 
6 1 1 8 .  400 1 5 1 , 600 189 , 300 213 , 000 249 , 400 287 , 700 327 , 1 00 390 , 100 
7 1 2 3 , 900 1 58 , 300 1 96 , 900 220 , 900 258 , 100 297 , 000 338 , 300 402 , 200 
8 1 30 , 300 164 , 900 204 , 500 228 , 800 266 , 800 306 , 300 349 , 400 414 , 300 
9 136 , 700 1 7 1 , 600 212 , 300 236 , 500 275 , 500 31 5 , 500 360 , 300 426 , 300 
10 142 , 500 178 , 100 220 , 000 244 , 200 284 , 300 324 , 700 370 , 600 438 , 200 
1 1  147 , 500 184 , 600 227 , 400 251 , 800 293 , 000 333 , 800 380 , 600 445 , 400 
1 2  152 , 600 190 300 234 , 500 259 , 300 301 , 400 342 , 400 389 , 500 451 , 700 
1 3  157 , 500 195 900 241 , 600 266 , 800 309 , 400 350 , 900 396 , 300 457 , 700 
14  161 , 800 201 , 500 248 , 700 273 , 900 3 1 6 , 900 357 , 900 402 , 900 463 , 300 
1 5  166 , 000 206 900 255 , 600 281 , 000 323 , 000 364 , 300 409 , 500 468 , 700 
16  170 , 100 212 , 200 262 , 400 286 , 800 329 , 1 00 368 , 600 4 1 3 , 900 473 , 200 
1 7  174 , 100 2 1 7 ,  100 268 , 800 292 , 000 334 , 400 372 , 600 418 , 200 
18 178 100 221  700 274 , 900 297 , 200 339 , 300 376 , 600 
19  18 1  000 226 , 300 279 , 500 301 100 343 , 200 380 , 500 
20 183 , 900 230 , 500 283 , 400 304 , 800 347 , 1 00 384 , 300 
21  186 , 500 233 , 800 287 , 200 308 , 300 350 , 800 
22 188 , 600 236 , 300 290 , 000 3 1 1 ,  600 354 , 500 
23 190 , 600 238 , 700 292 , 600 314 , 600 358 , 1 00 
24 241 , 000 295 , 200 3 1 7 , 400 
25 243 , 200 297 , 700 
26 245 , 400 300 200 
27 302 . 600 
ヴ／qu 






1 級 2 級 3 級 4 級 5 級 6 級
号 俸 俸 給 月 額 ｛奉給 月 額 俸給 月 額 俸 給 月 額 俸給 月 額 俸給 月 額
同 円 円 同 同 同
1 102 , 700 1 1 8 , 000 1 58 , 500 178 , 100 206 , 600 236 , 800 
2 1 06 , 400 123 , 500 1 64 , 700 184 , 900 2 14 , 000 245 , 100 
3 1 10 , 300 128 , 900 1 7 1 , 400 1 9 1 , 600 221 , 500 253 , 600 
4 1 14 ,  200 134 , 900 178 , 000 198 , 400 229 , 000 262 , 400 
5 1 1 8 , 000 1 40 , 800 184 , 700 205 , 100 236 , 400 271 , 400 
6 1 23 , 500 146 , 700 1 9 1 , 300 2 1 2 , 000 243 , 600 280 , 400 
7 1 28 , 800 152 , 500 197 , 900 2 1 8 , 800 250 , 800 289 , 400 
8 134 , 700 158 , 300 204 , 400 225 , 700 258 , 000 298 , 400 
9 1 40 , 600 1 64 , 000 2 1 1 , 000 232 , 500 265 , 000 307 , 400 
10 146 , 300 169 , 700 2 1 7 , 500 239 , 200 272 , 1 00 316 , 400 
1 1  1 5 1 , 900 175 , 400 224 , 000 245 , 900 279 , 1 00 325 , 300 
1 2  1 57 , 400 181 , 000 230 , 500 252 , 500 286 , 200 334 , 1 00 
1 3  1 62 , 700 1 86 , 500 236 , 900 259 , 1 00 293 , 300 342 , 900 
14 167 , 900 191 , 900 243 , 400 265 , 700 300 , 300 35 1 , 300 
1 5  1 73 , 000 197 , 200 249 , 900 272 , 200 307 , 400 359 , 500 
16  178 , 100 202 , 500 256 , 200 278 , 500 3 1 4 , 400 367 , 1 00 
1 7  1 83 , 000 207 , 700 262 , 500 284 , 900 321 , 1 00 374 , 700 
18  187 , 800 2 1 2 , 700 268 , 700 29 1 , 100 327 , 000 381 , 600 
19  1 92 , 500 2 1 7 , 700 274 , 700 297 , 300 331 , 600 387 , 800 
20 197 , 200 222 , 800 280 , 600 302 , 700 335 , 900 391 , 900 
21 201 , 700 227 , 800 286 , 500 307 , 700 340 , 200 395 , 700 
22 206 , 100 232 , 700 292 , 1 00 3 1 2 , 500 343 , 700 399 , 400 
23 210 , 300 237 , 600 296 , 700 316 , 200 347 , 000 
24 214 , 000 242 , 500 301 , 1 00 319 , 700 349 , 700 
25 2 1 7 , 600 247 , 400 305 , 300 323 , 000 
26 220 , 800 252 , 300 308 , 600 325 , 800 
27 224 , 000 256 , 600 31 1 ,  700 328 , 600 
28 227 , 000 260 , 700 3 1 4 , 400 331 , 200 
29 229 , 400 264 , 700 317 , 000 
30 231 , 800 267 , 300 319 , 500 
31  234 ' 1 00 269 , 700 322 , 000 
32 236 , 300 272 , 200 
33 274 , 600 
oo qu 
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指定職俸給表 週休 2 日 制の報告 に つ い て
人事院は， 民 間 に お け る 週休制度， 年 間休 日 数 及 び
労働 時 間 に つ い て 調査 し た 結果， 何 ら か の 形 で週休 2
日 制 を 実施 し て い る 事業所の割合は 70 . 6%， 隔週又は
月 2 回 以上 の 週休 2 日 制 を 実施 し て い る事業所の割合
は 59 . 1 % と な っ て お り ， い ずれ も 引 き 続 き 増加 の傾向
を 示 し て い る 。 ま た ， 年 間 休 日 数 の 平均 は 90 . 6 日 ， 週
所定労働時 間 は 42時 間 1 3分 と な っ て い る と し ， 昭和62
年 内 に お け る 4 週 6 休制への 円 滑 な 移行 を 目 標 に ， 本
年 末 か ら ， 4 週 6 1木制 の 試行 を 実施す る 必要があ る と
報告 を 行 い ま し た 。
号 俸 俸 給 月 額
円
1 461 , 000 
2 508 , 000 
3 566 , 000 
4 626 , 000 
5 675 , 000 
6 726 , 000 
7 789 000 
8 850 , 000 
9 9 1 1 , 000 
10  970 , 000 
1 1  1 , 027 , 000 
1 2  1 , 049 , 000 
： ＠ 退芹， 退室の際 に は， 戸締 り の徹底 ・ 電気， ガ ； 
； ス の 消 し 忘 れ， タ バ コ の吸穀の後始末 に十分注意 ： 
： し ， 盗難の防止 ・ 火 災 の 予 防 に 心が け ま し ょ う グ ； 
： ＠ 電気， ガ ス ， 水 の 省 エ ネ ・ 省資源に協力 し ま し ： 
： ょ う ．グ ； 
、・ ・ ・ ・ ・ ・・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ － － － － · － － － － － － ... ・ ， ， － －－－ －－ － － .. -.....・ 4・4・.. -.. -......・，..----- .. ...・ ·－－＇
＠ 構 内 での 自 動車等 の運転 は， 教育 ・ 研究 に 支 障
を 来 さ な い よ う 安全運転 に努め定 め ら れ た 交通方
法， 歩行者の安全及び騒音防止 に 努め ま し ょ う ．グ
Qd 今占
昭和61年 9 月 1 日 発行
学
報 第274号
昭和6 1 年度教職員文化展 作品募集
文化展 日 時 1 1 月 5 日 附 ～ 7 日 幽
展 示 会 場 学 生 会 館
教職員 ・ 家族 の作品 を 募集 し て お り ま す 。 詳 し い こ と に つ
い て は 人事課職員 係 （ 内 線 2 1 2 ） へ間 L 、 合わ せ て く だ き し ～
編 集 富 山 大 学 庶 務 部 庶 務 課
富 山 市 五 悩 3 1 9 0 
印刷所 あ け ぼ の 企 画 株 式 会 社
富 山 市住吉町 1 丁 目 5-18
電 話 （ 24) 1 7 5 5 f代）
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